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本
日
、
こ
こ
に
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
教
区
事

務
所
二
会
場
、
各
教
会
十
五
会
場

に
ご
参
集
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
教
区
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

う
た
め
に
、
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

「
リ
モ
ー
ト
教
区
会
準
備
委
員
会
」

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
リ
モ
ー
ト
で
す
の
で
、
教
区

会
の
常
任
委
員
、
特
に
議
員
資
格

調
査
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
若

干
の
人
数
の
変
更
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
準
備
委
員
の

皆
様
に
は
十
分
な
備
え
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
機
械
の

こ
と
で
す
の
で
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
は
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
教
区

会
に
聖
霊
な
る
神
様
の
お
導
き
を

祈
り
な
が
ら
、
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
　
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で
す

が
、
八
月
一
日（
日
）ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
松
尾
常
雄
司
祭
が
八
十
四
歳

で
逝
去
さ
れ
、
三
日（
火
）サ
ン
パ

ウ
ロ
の
教
会
で
葬
送
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
日（
月
）ヨ
シ

ュ
ア
前
田
次
郎
司
祭
が
八
十
九
歳

で
逝
去
さ
れ
、
ご
遺
族
の
希
望
に

よ
り
、
家
族
葬
と
し
て
通
夜
の
祈

り
を
二
十
一
日（
火
）、
葬
送
式
を

二
十
二
日（
水
）大
聖
堂
で
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
一
日（
木
・
日
本
聖
公

会
組
織
成
立
記
念
日
）コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
出
席
者
を
限
定
し
た
形

で
テ
モ
テ
遠
藤
洋
介
執
事
の
司
祭

按
手
式
を
大
聖
堂
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
司

祭
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
神
戸
教

区
に
は
聖
職
候
補
生
が
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
神

戸
教
区
も
深
刻
な
聖
職
不
足
に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

聖
職
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
四
月
に
中
規
模

の
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
役
者
不
足
が
深
刻
な
東
北
教
区

の
吉
田
雅
人
主
教
か
ら
の
強
い
要

請
と
遠
藤
洋
介
司
祭
の
将
来
を
考

え
て
、
同
司
祭
の
三
年
間
の
東
北

教
区
出
向
を
決
断
し
ま
し
た
。
東

北
教
区
で
の
遠
藤
司
祭
の
働
き
と

経
験
の
た
め
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

今
年
一
月
に
兵
庫
県
に
第
二
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
四
月
、
八
月
と

延
べ
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言
と
そ

の
間
に
三
度
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
単

位
で
、
感
染
防
止
の
指
導
が
行
わ

れ
、
各
教
会
は
そ
れ
ら
の
指
示
に

よ
っ
て
、
教
会
委
員
会
の
協
議
と

主
教
と
の
相
談
に
よ
り
公
開
の
礼

拝
の
自
粛
、
陪
餐
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
」の
働
き
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
報
告
は
報
告

書
に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ

る
た
び
に
対
策
室
で
協
議
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
主
教
に
方
針

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
対
策
室
が

示
し
た「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
お
け
る
教
会
活
動
の
自
粛
基

準
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
り
、
各
教
会
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
最
低
限
の
責
任

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

主
教　

オ
ー
ガ
ス
チ
ン　

小
　
林
　
尚
　
明

神
戸
教
区
第
九
十
一

（
定
期
）教
区
会 
開
会
演
説

神
戸
教
区
第
九
十
一

（
定
期
）教
区
会 
開
会
演
説

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

ご　
　

逝　
　

去

（                                

）

第
九
十
一
定
期
教
区
会
書
記

司
祭
　
浪
花
朋
久

二
○
二
二
年 

常
置
委
員

【
聖
職
】　

司
祭　

瀬
山　

会
治

　
　
　
　
　

司
祭　

上
原　

信
幸

　
　
　
　
　

司
祭　

林　
　

和
広

【
信
徒
】　
　
　
　

覚
前　

康
子

　
　
　
　
　
　
　
　

大
東　

正
人

　
　
　
　
　
　
　
　

弘
井　

宗
子

二
○
二
二
年 

総
会
代
議
員

【
聖
職
】　

司
祭　

瀬
山　

会
治

　
　
　
　
　

司
祭　

林　
　

和
広

【
信
徒
】　
　
　
　

大
東　

正
人

　
　
　
　
　
　
　
　

覚
前　

康
子

　　

今
年
、
左
記
の
方
々
が
堅
信
五

十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
】

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

祐　

子

　

ヨ　

ハ　

ネ　

北　

中　

淳　

夫

　

ア
ン
デ
レ　

マ
イ
ケ
ル
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

　

リ　

ベ　

カ　

二　

見　

洋　

子

　

キ
ャ
ロ
ル　

キ
ャ
ロ
ル
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

　

マ　

リ　

ア　

宮　

川　

祥　

子

　

ダ　

ビ　

デ　

大　

内　

達　

也

　

ル　
　
　

カ　

鹿　

野　

義　

郎

　

ス
ザ
ン
ナ　

鹿　

野　

伸　

子

　

マ
ー
ガ
レッ
ト　

戸　

田　

和　

子

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

横　

山　

幸　

子

　

ラ
フ
ァ
エ
ル　

杉　

野　
　
　

球

　

ヤ　

コ　

ブ　

戸　

田　

武　

志

　

ガ
ブ
リ
エ
ル　

杉　

野　

献　

一

　
　
　
　
　
　
　

浜　

田　

玲　

子

【
神
戸
昇
天
教
会
】

　

モ　

ニ　

カ　

岩　

木　

和　

子

　

パ　

ウ　

ロ　

岩　

木　

仁　

平

【
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
】

　

マ　

リ　

ア　

平　

山　

燿　

子

　

ユ　

ニ　

ケ　

東　
　
　

よ
し
の

【
姫
路
顕
栄
教
会
】

　

バ
ル
ナ
バ　

森　

山　

彰　

久

　

マ　

リ　

ア　

森　

山　

た
か
代

　

セ
シ
リ
ア　

澁　

谷　

久　

代

　

グ
レ
ー
ス　

吉　

田　
　
　

満

【
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
】

　

ク　

ラ　

ラ　

秋　

吉　

光　

恵

　

セ
バ
ス
チ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　

秋　

吉　

俊　

邦

　

バ
ー
バ
ラ　

島　

田　

順　

子

【
広
島
復
活
教
会
】

　

ペ　

テ　

ロ　

西　

本　

興
太
郎

【
大
洲
聖
公
会
】

　

マ　

ル　

コ　

村　

上　

秀　

満

【
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
】

　

ル　
　
　

ツ　

松　

村　

悦　

子

【
徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
】

　

ギ
デ
オ
ン　

播　

磨　

義　

博

　

フ　

ィ　

ベ　

播　

磨　

純　

代

【
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会
】

　

ハ　

ン　

ナ　

茶　

谷　

カ
ヂ
子

十
一
月
十
四
日
（
日
）

　

ル　
　
　

カ　

吉　

村　
　
　

勝

　

ド
ミ
ニ
コ　

吉　

村　
　
　

遼

広
瀬
キ
リ
ス
ト
教
会

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

　

マ
ッ
テ
ヤ　

谷　
　
　

良　

孝

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

十
一
月
二
十
四
日
（
水
）

　

ア　

ン　

ナ　

田　

中　

千
恵
子

浜
田
基
督
教
会

十
一
月
二
十
九
日
（
月
）

　

ヨ　

ハ　

ネ　

宮　

城　

正
太
朗

　

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
か
ら

沖
縄
教
区
屋
我
地
聖
ル
カ
教
会
へ

堅
信
五
十
年
顕
彰
者
　

３日
５日
５日
５日
６日
７日
11日
12日
12日
13日
16日
17日
20日
23日
不明

司 祭
司 祭
司 祭
主 教
司 祭
宣教師
司 祭
伝道師
伝道師
宣教師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師
宣教師

ウッドワード
バックストン
牧野輿三郎
村 尾　昇 一
竹 内　宗 六
ウォージントン
中 道　政 市
小 南　ア サ
高 木　ぬ ひ
フ ァ ギ ル
ブ ラ イド ル
ポ ー ル
田 中　愛 次
西 村　ひ ろ
パ ー カ ー

ハリー
バークレイストン

ヤコブ
モーセ

ホノリア
ヨハネ
ルツ

フローレンス
ジョージ
ジョージ
ヨセフ

アリス

日時　2022年２月３日（木） 午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　司祭　永野　拓也

＊２月の記念逝去教役者

２月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

祝　
　

堅　
　

信

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

を
冒
し
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の

方
々
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
病
院
や
老

人
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
奉
仕
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

神
様
か
ら
の
励
ま
し
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
感
染
症
に
よ
っ
て

今
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

癒
し
と
慰
め
を
祈
り
ま
す
。
そ
し

て
、
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
上
に
神

様
か
ら
の
魂
の
平
安
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

神
戸
教
区
と
し
て
の
働
き
は
、

主
日
の
特
祷
、
聖
書
日
課
や「
自

宅
で
の
祈
り
」の
式
文
、
主
日
の

説
教
動
画
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。「
知
ら
な
い

牧
師
さ
ん
た
ち
の
説
教
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」と
の
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
録
画
、
編
集
の
ご
奉

仕
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
に
お
い
て
も
、YouTube

、

ZO
O
M

、LIN
E

な
ど
を
使
っ
て
、

対
面
で
の
礼
拝
が
公
開
で
き
な
い

中
、
リ
モ
ー
ト
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
教
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
教
区
会
を
は
じ
め
、
会

議
の
多
く
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
十

県
に
ま
た
が
る
神
戸
教
区
に
と
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
が
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
対
面
の
良
さ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し

つ
つ
、
こ
の
広
い
神
戸
教
区
を
豊

か
な
一
つ
の
教
区
と
す
る
工
夫
を

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
宣
教
協
働
区

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
日
本
聖

公
会
第
六
十
五
定
期
総
会
に
お
い

て「
日
本
聖
公
会
法
規
の
一
部
を

改
訂
す
る
件（
宣
教
協
働
区
・
伝

道
教
区
制
の
設
置
）」が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
日
本
聖
公
会
を
三
つ

の
宣
教
協
働
区
に
分
け
、
各
々
の

宣
教
協
働
区
に
お
い
て
、
区
内
の

運
営
、
宣
教
・
牧
会
な
ど
に
つ
い

て
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た

教
区
は
教
区
会
の
決
議
と
総
会
の

承
認
に
よ
っ
て
教
区
主
教
を
置
か

な
い
伝
道
教
区
に
移
行
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
西
日
本
宣
教
協
働
区
と
し

て
、
九
州
教
区
、
沖
縄
教
区
と
共

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

報
告
は
、
報
告
書
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
の
中
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
は
、
各
教
会
が
宣
教
を
進

め
て
い
く
時
、
す
ぐ
に
効
果
の
あ

る
解
決
策
は
な
く
て
も
、
て
い
ね

い
な
牧
会（
そ
れ
は
教
役
者
が
一

人
一
人
の
信
徒
に
向
き
合
っ
て
、

そ
の
必
要
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
）と
、
地
域
の
問
題（
こ
ど

も
食
堂
な
ど
）に
牧
師
だ
け
で
な

く
教
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
教
会
が
活
性
化
し

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
、
私
た
ち
神
戸
教
区
も
宣

教
を
進
め
て
い
く
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

神
戸
教
区
マ
イ
ラ
姉
支
援
室

　

二
〇
二
〇
年
十
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

聖
公
会
北
ル
ソ
ン
教
区
信
徒
マ
イ

ラ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ゲ

ン
さ
ん
が
、
香
川
県
内
で
お
仕
事

か
ら
の
帰
宅
途
上
、
交
通
事
故
に

遭
い
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
神
戸
教
区
は
、
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
日
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
支

援
も
含
め
て『
良
き
サ
マ
リ
ア
人

募
金
』を
行
い
、
ご
家
族
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
募
金
を
頂
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
十
月
十
七
日（
日
）高
松

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
巡
回
日
礼
拝
に

お
母
様
の
メ
ロ
デ
ィ
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
区
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
先
の
見
通
し
は
ま
だ
ま

だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
マ
イ

ラ
さ
ん
、
ご
家
族
の
支
援
に
心
を

寄
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神
戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定

　

昨
年
の
教
区
会
で
お
話
し
た
神

戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
教
区
宣
教
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ
れ
、
新

し
い
委
員
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
問
題
点
を
て
い
ね
い

に
押
さ
え
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
課
題
が

大
切
で
、
優
劣
は
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
、
教
役
者
、

信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

宣
教
方
針
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
二
年
目
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

特
任
聖
職
志
願
者
の
発
掘
、

養
成
、 

教
区
民
へ
の
啓
発

　

特
任
聖
職
に
つ
い
て
、
神
の
お

と
ず
れ
で
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
委
員
長

の
中
原
康
貴
司
祭
と
特
任
聖
職
の

教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
特
任
聖
職
を
目
指
す

と
言
い
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

志
願
者
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
神
学
の
学
び
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に

対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
特
任

聖
職
の
志
願
者
は
現
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
志
願
者
が
現
れ
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
に
特
任

聖
職
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
で

き
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
信
徒
奉

事
者
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
学
塾
で「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
教
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
三
回
の
神
学

塾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
一
度
参
加
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し
い

可
能
性
を
秘
め
た
働
き
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
の
行
っ
た
主

日
説
教
の
動
画
の
掲
載
と
共
に
、

新
し
い
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
リ

モ
ー
ト
に
不
慣
れ
な
方
々
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
で
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
教
会
に
集
ま
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
何
人
か
で
参
加
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
教
会

　

昨
年
の
教
区
会
を
終
え
て
、
十

二
月
六
日
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教

会
で
二
名
。
二
十
日
、
下
関
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
一

名
の
堅
信
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
、
神
の
国
は

着
実
に
前
進
し
て
、
七
月
二
十
五

日
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
一

名
。
八
月
二
十
九
日
、
徳
島
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
。
十
月
十

日
、
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
一

名
。
二
十
四
日
、
富
岡
キ
リ
ス
ト

教
会
で
一
名
。
三
十
一
日
、
福
山

諸
聖
徒
教
会
で
一
名
。
十
一
月
十

四
日　

広
瀬
基
督
教
会
で
二
名
。

二
十
一
日
、
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
で
一
名
の
堅
信
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八
日
、

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
一
名
。

十
二
月
十
二
日
広
島
復
活
教
会
で

一
名
。
二
十
六
日
、
徳
島
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
の
方
の
堅
信

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
堅
信
受
領
者
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
宣
教
と
牧
会
の
努
力
、
ま
た

祈
り
の
賜
物
と
感
謝
し
、
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
堅
信
受
領
者
の
数
は
、
今

年
の
各
教
会
の
逝
去
者
の
数
に
比

べ
た
ら
、
大
変
少
な
い
数
字
だ
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
教
会
は

日
本
の
人
口
同
様
縮
小
の
傾
向
に

あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち
が
活

動
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
神
様
の
力
に
頼

っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
教
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ま
だ
王
国
に
な

る
前
、
士
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

た
ち
が
周
り
の
部
族
か
ら
自
分
た

ち
を
守
っ
た
話
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
士
師
ギ
デ
オ
ン

は
、
三
万
二
千
人
の
人
々
を
集
め

て
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
軍
隊
と
対
決
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

神
様
は
、
そ
れ
を
多
す
ぎ
る
と
言

っ
て
、
最
後
は
三
〇
〇
人
に
ま
で

減
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
神
様
の

言
葉
は
、

『
主
は
ギ
デ
オ
ン
に
言
わ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
率
い
る
民
は
多
す
ぎ

る
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
を
そ
の

手
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

渡
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し

に
向
か
っ
て
心
が
お
ご
り
、
自
分

の
手
で
救
い
を
勝
ち
取
っ
た
と
言

う
で
あ
ろ
う
。」』（
士
師
記
七
章
二

節
）

　

神
様
に
用
い
ら
れ
る
私
た
ち

は
、
自
ら
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

弱
い
私
た
ち
に
働
く
神
様
の
力
を

誇
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
よ
く
ご
存
じ
の
善
い
サ
マ

リ
ア
人
の
こ
と
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
の
中

で
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
祭
司
や

レ
ビ
人
は
、
傷
つ
い
た
旅
人
を
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

外
国
人
で
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、

『
そ
の
人
を
見
て
憐
れ
に
思
い
』

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章
三
十

三
節
）、
自
分
の
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
、
そ
の
人
を
助
け
る
た
め

に
力
を
出
せ
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
人
に
は
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
よ
そ
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
い
つ
も
つ
ら
い
思
い
を

し
な
が
ら
生
き
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
肉
体
的
と
言
う
よ

り
、
精
神
的
な
痛
み
だ
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
経
験
が
彼
を
動
か

し
た
の
で
す
。
彼
は
道
で
倒
れ
て

い
る
人
の
痛
み
苦
し
み
が
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、
神
様
の
力
が
働

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
十
二

章
で
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
で
、
そ
の
た
め
に
思
い
上

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
わ

た
し
の
身
に
一
つ
の
と
げ
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
思
い
上

が
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
を
痛

め
つ
け
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
使
い
で
す
。
こ
の
使
い

に
つ
い
て
、
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
三
度
主

に
願
い
ま
し
た
。
す
る
と
主
は
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十

分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
の
力
が
わ
た
し
の
内
に
宿
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
弱
さ
、
侮

辱
、
窮
乏
、
迫
害
、
そ
し
て
行
き

詰
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
キ

リ
ス
ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
弱
い

と
き
に
こ
そ
強
い
か
ら
で
す
。
』

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二 

十
二
章
七
節
〜
十
節
）

　

こ
こ
で
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
強
い
人
は
弱
い
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弱
い

人
こ
そ
弱
い
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
弱
い
私
た

ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
神
様

の
力
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
経
済
的

に
貧
困
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
重
荷
を
担
え
る
教
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
主
を
誇
り

と
し
、
人
々
の
良
き
友
と
な
れ
る

教
会
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
に
も
ま
し
て
来

年
度
も
神
戸
教
区
に
対
し
て
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
演

説
と
い
た
し
ま
す
。

松
山
↓
神
戸
↓
ブ
ラ
ジ
ル

　

ア
ン
デ
レ
松
尾
常
雄
先
生
は
愛

媛
県
の
ご
出
身
。
松
山
の
教
会
で

加
藤
九
十
九
牧
師
に
洗
礼
を
受
け

後
任
の
八
代
欽
一
牧
師
の
勧
め
で

松
蔭
短
大
へ
。
八
代
斌
助
主
教
の

薫
陶
を
う
け
一
九
六
〇
年
一
一
月

執
事
に
按
手
さ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
を
背
に
一
九
六
一

年
六
月
二
日
、
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
旅
立
つ
。
八
代
斌
助
師
の

日
記（
聖
戦
の
旅
）に
は「
六
月
二

日
、
三
時
松
尾
を
送
り
に
第
四
突

堤
に
行
く
。
大
変
な
人
出
だ
。
み

ん
な
が
よ
く
来
て
く
れ
た
。
欽
は

教
え
子
だ
け
に
よ
く
世
話
を
し
て

い
た
。
涙
が
出
て
仕
方
な
い
。
出

帆
前
に
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
来
る
。

松
蔭
の
生
徒
な
ど
を
含
め
て
，

七
、
八
十
名
が
来
て
い
た
。
原
が

指
揮
す
る『
神
と
も
に
い
ま
し
て
』

も
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
壮
行
会

だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
で
司
祭
按
手

を
受
け
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
聖

パ
ウ
ロ
教
会
等
で
牧
師
を
つ
と
め

二
〇
〇
二
年
六
五
歳
の
定
年
ま
で

四
十
年
に
わ
た
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

宣
教
に
励
ま
れ
た
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に

　

一
九
九
一
年
七
月
、
松
尾
先
生

は
、
北
関
東
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に
奉
仕

す
べ
く
昔
の
ロ
ダ
館
に
居
住
、
松

山
工
高
出
の
技
術
を
生
か
し
、
週

日
は
東
大
阪
の
工
場
で
働
い
て
生

活
を
支
え
、
休
日
は
長
距
離
バ
ス

で
北
関
東
に
出
か
け
、
各
地
に
散

在
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
訪

問
、
激
励
さ
れ
た
。
こ
の
奉
仕
は

翌
年
六
月
の
帰
国
ま
で
続
い
た
。

支
援
体
制
の
整
わ
な
い
活
動
で
終

わ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

神
戸
で
の
奉
仕

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
定
年
退
職

後
、
単
身
来
日
さ
れ
た
松
尾
先
生

は
、
神
戸
教
区
で
の
働
き
を
希
望

さ
れ
古
本
主
教
の
配
慮
で
徳
島
聖

テ
モ
テ
教
会
に
定
住
し
て
五
年
間

嘱
託
牧
師
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
呉
信
愛
教
会
に
転

任
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
は
先

生
の
体
調
に
か
げ
り
が
見
え
，
本

人
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
が
最
後

は
帰
国
を
決
意
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
夫
人
や
娘
さ
ん
達
の
待

た
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
十
年
、
徳
島
出
身
の
奥

様
や
現
地
育
ち
の
お
嬢
さ
ん
に
囲

ま
れ
良
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
し
て

暮
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
際
的
な
伝
道
者

　

八
代
斌
助
主
教
の
大
き
な
期
待

を
背
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
松
尾

先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と

推
察
す
る
。
在
留
邦
人
社
会
で
も

日
本
語
の
話
せ
る
人
口
は
減
る
一

方
。
待
遇
も
良
い
と
は
思
え
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
聖
職
と
し
て

黙
々
と
、
そ
し
て
四
十
年
余
の
ご

奉
仕
は
ご
苦
労
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
定
年
後
の
来
日
で
は

大
き
な
お
働
き
を
期
し
て
帰
国
さ

れ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
違

い
に
戸
惑
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

或
人
が「
松
尾
先
生
、
頭
の
中

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
近
い
の
で
は
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

然
し
、
松
尾
常
雄
先
生
は
文
化

の
異
な
る
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

二
つ
の
国
を
ま
た
に
か
け
、
神
様

の
ご
用
を
見
事
に
な
し
と
げ
ら
れ

た
国
際
的
な
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

松
尾
先
生
の
御
国
に
お
け
る
御
霊

の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。

※中止の場合がございます。恐れ入りますが、
ご出席される方は、事前に教区事務所まで
お問合せ下さい。よろしくお願い致します。
教区事務所　TEL.078－351－5469

教　

籍　

異　

動
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本
日
、
こ
こ
に
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
教
区
事

務
所
二
会
場
、
各
教
会
十
五
会
場

に
ご
参
集
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
教
区
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

う
た
め
に
、
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

「
リ
モ
ー
ト
教
区
会
準
備
委
員
会
」

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
リ
モ
ー
ト
で
す
の
で
、
教
区

会
の
常
任
委
員
、
特
に
議
員
資
格

調
査
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
若

干
の
人
数
の
変
更
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
準
備
委
員
の

皆
様
に
は
十
分
な
備
え
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
機
械
の

こ
と
で
す
の
で
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
は
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
教
区

会
に
聖
霊
な
る
神
様
の
お
導
き
を

祈
り
な
が
ら
、
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
　
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で
す

が
、
八
月
一
日（
日
）ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
松
尾
常
雄
司
祭
が
八
十
四
歳

で
逝
去
さ
れ
、
三
日（
火
）サ
ン
パ

ウ
ロ
の
教
会
で
葬
送
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
日（
月
）ヨ
シ

ュ
ア
前
田
次
郎
司
祭
が
八
十
九
歳

で
逝
去
さ
れ
、
ご
遺
族
の
希
望
に

よ
り
、
家
族
葬
と
し
て
通
夜
の
祈

り
を
二
十
一
日（
火
）、
葬
送
式
を

二
十
二
日（
水
）大
聖
堂
で
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
一
日（
木
・
日
本
聖
公

会
組
織
成
立
記
念
日
）コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
出
席
者
を
限
定
し
た
形

で
テ
モ
テ
遠
藤
洋
介
執
事
の
司
祭

按
手
式
を
大
聖
堂
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
司

祭
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
神
戸
教

区
に
は
聖
職
候
補
生
が
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
神

戸
教
区
も
深
刻
な
聖
職
不
足
に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

聖
職
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
四
月
に
中
規
模

の
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
役
者
不
足
が
深
刻
な
東
北
教
区

の
吉
田
雅
人
主
教
か
ら
の
強
い
要

請
と
遠
藤
洋
介
司
祭
の
将
来
を
考

え
て
、
同
司
祭
の
三
年
間
の
東
北

教
区
出
向
を
決
断
し
ま
し
た
。
東

北
教
区
で
の
遠
藤
司
祭
の
働
き
と

経
験
の
た
め
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

今
年
一
月
に
兵
庫
県
に
第
二
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
四
月
、
八
月
と

延
べ
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言
と
そ

の
間
に
三
度
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
単

位
で
、
感
染
防
止
の
指
導
が
行
わ

れ
、
各
教
会
は
そ
れ
ら
の
指
示
に

よ
っ
て
、
教
会
委
員
会
の
協
議
と

主
教
と
の
相
談
に
よ
り
公
開
の
礼

拝
の
自
粛
、
陪
餐
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
」の
働
き
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
報
告
は
報
告

書
に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ

る
た
び
に
対
策
室
で
協
議
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
主
教
に
方
針

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
対
策
室
が

示
し
た「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
お
け
る
教
会
活
動
の
自
粛
基

準
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
り
、
各
教
会
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
最
低
限
の
責
任

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

を
冒
し
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の

方
々
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
病
院
や
老

人
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
奉
仕
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

神
様
か
ら
の
励
ま
し
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
感
染
症
に
よ
っ
て

今
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

癒
し
と
慰
め
を
祈
り
ま
す
。
そ
し

て
、
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
上
に
神

様
か
ら
の
魂
の
平
安
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

神
戸
教
区
と
し
て
の
働
き
は
、

主
日
の
特
祷
、
聖
書
日
課
や「
自

宅
で
の
祈
り
」の
式
文
、
主
日
の

説
教
動
画
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。「
知
ら
な
い

牧
師
さ
ん
た
ち
の
説
教
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」と
の
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
録
画
、
編
集
の
ご
奉

仕
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
に
お
い
て
も
、YouTube

、

ZO
O
M

、LIN
E

な
ど
を
使
っ
て
、

対
面
で
の
礼
拝
が
公
開
で
き
な
い

中
、
リ
モ
ー
ト
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
教
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
教
区
会
を
は
じ
め
、
会

議
の
多
く
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
十

県
に
ま
た
が
る
神
戸
教
区
に
と
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
が
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
対
面
の
良
さ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し

つ
つ
、
こ
の
広
い
神
戸
教
区
を
豊

か
な
一
つ
の
教
区
と
す
る
工
夫
を

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
宣
教
協
働
区

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
日
本
聖

公
会
第
六
十
五
定
期
総
会
に
お
い

て「
日
本
聖
公
会
法
規
の
一
部
を

改
訂
す
る
件（
宣
教
協
働
区
・
伝

道
教
区
制
の
設
置
）」が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
日
本
聖
公
会
を
三
つ

の
宣
教
協
働
区
に
分
け
、
各
々
の

宣
教
協
働
区
に
お
い
て
、
区
内
の

運
営
、
宣
教
・
牧
会
な
ど
に
つ
い

て
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た

教
区
は
教
区
会
の
決
議
と
総
会
の

承
認
に
よ
っ
て
教
区
主
教
を
置
か

な
い
伝
道
教
区
に
移
行
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
西
日
本
宣
教
協
働
区
と
し

て
、
九
州
教
区
、
沖
縄
教
区
と
共

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

報
告
は
、
報
告
書
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
の
中
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
は
、
各
教
会
が
宣
教
を
進

め
て
い
く
時
、
す
ぐ
に
効
果
の
あ

る
解
決
策
は
な
く
て
も
、
て
い
ね

い
な
牧
会（
そ
れ
は
教
役
者
が
一

人
一
人
の
信
徒
に
向
き
合
っ
て
、

そ
の
必
要
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
）と
、
地
域
の
問
題（
こ
ど

も
食
堂
な
ど
）に
牧
師
だ
け
で
な

く
教
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
教
会
が
活
性
化
し

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
、
私
た
ち
神
戸
教
区
も
宣

教
を
進
め
て
い
く
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

神
戸
教
区
マ
イ
ラ
姉
支
援
室

　

二
〇
二
〇
年
十
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

聖
公
会
北
ル
ソ
ン
教
区
信
徒
マ
イ

ラ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ゲ

ン
さ
ん
が
、
香
川
県
内
で
お
仕
事

か
ら
の
帰
宅
途
上
、
交
通
事
故
に

遭
い
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
神
戸
教
区
は
、
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
日
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
支

援
も
含
め
て『
良
き
サ
マ
リ
ア
人

募
金
』を
行
い
、
ご
家
族
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
募
金
を
頂
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
十
月
十
七
日（
日
）高
松

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
巡
回
日
礼
拝
に

お
母
様
の
メ
ロ
デ
ィ
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
区
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
先
の
見
通
し
は
ま
だ
ま

だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
マ
イ

ラ
さ
ん
、
ご
家
族
の
支
援
に
心
を

寄
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神
戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定

　

昨
年
の
教
区
会
で
お
話
し
た
神

戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
教
区
宣
教
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ
れ
、
新

し
い
委
員
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
問
題
点
を
て
い
ね
い

に
押
さ
え
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
課
題
が

大
切
で
、
優
劣
は
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
、
教
役
者
、

信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

宣
教
方
針
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
二
年
目
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

特
任
聖
職
志
願
者
の
発
掘
、

養
成
、 

教
区
民
へ
の
啓
発

　

特
任
聖
職
に
つ
い
て
、
神
の
お

と
ず
れ
で
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
委
員
長

の
中
原
康
貴
司
祭
と
特
任
聖
職
の

教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
特
任
聖
職
を
目
指
す

と
言
い
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

志
願
者
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
神
学
の
学
び
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に

対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
特
任

聖
職
の
志
願
者
は
現
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
志
願
者
が
現
れ
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
に
特
任

聖
職
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
で

き
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
信
徒
奉

事
者
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
学
塾
で「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
教
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
三
回
の
神
学

塾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
一
度
参
加
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し
い

可
能
性
を
秘
め
た
働
き
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
の
行
っ
た
主

日
説
教
の
動
画
の
掲
載
と
共
に
、

新
し
い
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
リ

モ
ー
ト
に
不
慣
れ
な
方
々
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
で
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
教
会
に
集
ま
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
何
人
か
で
参
加
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
教
会

　

昨
年
の
教
区
会
を
終
え
て
、
十

二
月
六
日
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教

会
で
二
名
。
二
十
日
、
下
関
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
一

名
の
堅
信
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
、
神
の
国
は

着
実
に
前
進
し
て
、
七
月
二
十
五

日
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
一

名
。
八
月
二
十
九
日
、
徳
島
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
。
十
月
十

日
、
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
一

名
。
二
十
四
日
、
富
岡
キ
リ
ス
ト

教
会
で
一
名
。
三
十
一
日
、
福
山

諸
聖
徒
教
会
で
一
名
。
十
一
月
十

四
日　

広
瀬
基
督
教
会
で
二
名
。

二
十
一
日
、
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
で
一
名
の
堅
信
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八
日
、

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
一
名
。

十
二
月
十
二
日
広
島
復
活
教
会
で

一
名
。
二
十
六
日
、
徳
島
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
の
方
の
堅
信

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
堅
信
受
領
者
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
宣
教
と
牧
会
の
努
力
、
ま
た

祈
り
の
賜
物
と
感
謝
し
、
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
堅
信
受
領
者
の
数
は
、
今

年
の
各
教
会
の
逝
去
者
の
数
に
比

べ
た
ら
、
大
変
少
な
い
数
字
だ
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
教
会
は

日
本
の
人
口
同
様
縮
小
の
傾
向
に

あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち
が
活

動
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
神
様
の
力
に
頼

っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
教
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ま
だ
王
国
に
な

る
前
、
士
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

た
ち
が
周
り
の
部
族
か
ら
自
分
た

ち
を
守
っ
た
話
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
士
師
ギ
デ
オ
ン

は
、
三
万
二
千
人
の
人
々
を
集
め

て
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
軍
隊
と
対
決
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

神
様
は
、
そ
れ
を
多
す
ぎ
る
と
言

っ
て
、
最
後
は
三
〇
〇
人
に
ま
で

減
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
神
様
の

言
葉
は
、

『
主
は
ギ
デ
オ
ン
に
言
わ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
率
い
る
民
は
多
す
ぎ

る
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
を
そ
の

手
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

渡
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し

に
向
か
っ
て
心
が
お
ご
り
、
自
分

の
手
で
救
い
を
勝
ち
取
っ
た
と
言

う
で
あ
ろ
う
。」』（
士
師
記
七
章
二

節
）

　

神
様
に
用
い
ら
れ
る
私
た
ち

は
、
自
ら
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

弱
い
私
た
ち
に
働
く
神
様
の
力
を

誇
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
よ
く
ご
存
じ
の
善
い
サ
マ

リ
ア
人
の
こ
と
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
の
中

で
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
祭
司
や

レ
ビ
人
は
、
傷
つ
い
た
旅
人
を
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

外
国
人
で
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、

『
そ
の
人
を
見
て
憐
れ
に
思
い
』

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章
三
十

三
節
）、
自
分
の
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
、
そ
の
人
を
助
け
る
た
め

に
力
を
出
せ
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
人
に
は
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
よ
そ
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
い
つ
も
つ
ら
い
思
い
を

し
な
が
ら
生
き
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
肉
体
的
と
言
う
よ

り
、
精
神
的
な
痛
み
だ
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
経
験
が
彼
を
動
か

し
た
の
で
す
。
彼
は
道
で
倒
れ
て

い
る
人
の
痛
み
苦
し
み
が
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、
神
様
の
力
が
働

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
十
二

章
で
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
で
、
そ
の
た
め
に
思
い
上

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
わ

た
し
の
身
に
一
つ
の
と
げ
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
思
い
上

が
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
を
痛

め
つ
け
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
使
い
で
す
。
こ
の
使
い

に
つ
い
て
、
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
三
度
主

に
願
い
ま
し
た
。
す
る
と
主
は
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十

分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
の
力
が
わ
た
し
の
内
に
宿
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
弱
さ
、
侮

辱
、
窮
乏
、
迫
害
、
そ
し
て
行
き

詰
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
キ

リ
ス
ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
弱
い

と
き
に
こ
そ
強
い
か
ら
で
す
。
』

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二 

十
二
章
七
節
〜
十
節
）

　

こ
こ
で
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
強
い
人
は
弱
い
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弱
い

人
こ
そ
弱
い
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
弱
い
私
た

ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
神
様

の
力
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
経
済
的

に
貧
困
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
重
荷
を
担
え
る
教
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
主
を
誇
り

と
し
、
人
々
の
良
き
友
と
な
れ
る

教
会
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
に
も
ま
し
て
来

年
度
も
神
戸
教
区
に
対
し
て
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
演

説
と
い
た
し
ま
す
。

松
山
↓
神
戸
↓
ブ
ラ
ジ
ル

　

ア
ン
デ
レ
松
尾
常
雄
先
生
は
愛

媛
県
の
ご
出
身
。
松
山
の
教
会
で

加
藤
九
十
九
牧
師
に
洗
礼
を
受
け

後
任
の
八
代
欽
一
牧
師
の
勧
め
で

松
蔭
短
大
へ
。
八
代
斌
助
主
教
の

薫
陶
を
う
け
一
九
六
〇
年
一
一
月

執
事
に
按
手
さ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
を
背
に
一
九
六
一

年
六
月
二
日
、
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
旅
立
つ
。
八
代
斌
助
師
の

日
記（
聖
戦
の
旅
）に
は「
六
月
二

日
、
三
時
松
尾
を
送
り
に
第
四
突

堤
に
行
く
。
大
変
な
人
出
だ
。
み

ん
な
が
よ
く
来
て
く
れ
た
。
欽
は

教
え
子
だ
け
に
よ
く
世
話
を
し
て

い
た
。
涙
が
出
て
仕
方
な
い
。
出

帆
前
に
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
来
る
。

松
蔭
の
生
徒
な
ど
を
含
め
て
，

七
、
八
十
名
が
来
て
い
た
。
原
が

指
揮
す
る『
神
と
も
に
い
ま
し
て
』

も
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
壮
行
会

だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
で
司
祭
按
手

を
受
け
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
聖

パ
ウ
ロ
教
会
等
で
牧
師
を
つ
と
め

二
〇
〇
二
年
六
五
歳
の
定
年
ま
で

四
十
年
に
わ
た
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

宣
教
に
励
ま
れ
た
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に

　

一
九
九
一
年
七
月
、
松
尾
先
生

は
、
北
関
東
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に
奉
仕

す
べ
く
昔
の
ロ
ダ
館
に
居
住
、
松

山
工
高
出
の
技
術
を
生
か
し
、
週

日
は
東
大
阪
の
工
場
で
働
い
て
生

活
を
支
え
、
休
日
は
長
距
離
バ
ス

で
北
関
東
に
出
か
け
、
各
地
に
散

在
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
訪

問
、
激
励
さ
れ
た
。
こ
の
奉
仕
は

翌
年
六
月
の
帰
国
ま
で
続
い
た
。

支
援
体
制
の
整
わ
な
い
活
動
で
終

わ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

神
戸
で
の
奉
仕

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
定
年
退
職

後
、
単
身
来
日
さ
れ
た
松
尾
先
生

は
、
神
戸
教
区
で
の
働
き
を
希
望

さ
れ
古
本
主
教
の
配
慮
で
徳
島
聖

テ
モ
テ
教
会
に
定
住
し
て
五
年
間

嘱
託
牧
師
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
呉
信
愛
教
会
に
転

任
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
は
先

生
の
体
調
に
か
げ
り
が
見
え
，
本

人
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
が
最
後

は
帰
国
を
決
意
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
夫
人
や
娘
さ
ん
達
の
待

た
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
十
年
、
徳
島
出
身
の
奥

様
や
現
地
育
ち
の
お
嬢
さ
ん
に
囲

ま
れ
良
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
し
て

暮
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
際
的
な
伝
道
者

　

八
代
斌
助
主
教
の
大
き
な
期
待

を
背
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
松
尾

先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と

推
察
す
る
。
在
留
邦
人
社
会
で
も

日
本
語
の
話
せ
る
人
口
は
減
る
一

方
。
待
遇
も
良
い
と
は
思
え
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
聖
職
と
し
て

黙
々
と
、
そ
し
て
四
十
年
余
の
ご

奉
仕
は
ご
苦
労
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
定
年
後
の
来
日
で
は

大
き
な
お
働
き
を
期
し
て
帰
国
さ

れ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
違

い
に
戸
惑
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

或
人
が「
松
尾
先
生
、
頭
の
中

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
近
い
の
で
は
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

然
し
、
松
尾
常
雄
先
生
は
文
化

の
異
な
る
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

二
つ
の
国
を
ま
た
に
か
け
、
神
様

の
ご
用
を
見
事
に
な
し
と
げ
ら
れ

た
国
際
的
な
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

松
尾
先
生
の
御
国
に
お
け
る
御
霊

の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。

◆
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
◆

　

九
月
二
十
日
の
朝
、
私
た
ち
の

敬
愛
す
る
前
田
司
祭
が
天
に
召
さ

れ
ま
し
た
。
奥
様
の
千
代
子
様
が

十
一
日
に
逝
去
さ
れ
垂
水
の
チ
ャ

ペ
ル
で
お
見
送
り
し
た
直
後
で
し

た
の
で
、
ご
家
族
の
皆
様
も
本
当

に
お
辛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
二
人
と
も
小
林
主
教
の
篤
い

祈
り
の
内
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

ま
る
で
千
代
子
様
の
後
を
慌
て
て

追
っ
た
よ
う
に
天
に
召
さ
れ
た
前

田
司
祭
で
す
が
、
お
嬢
様
の
圭
子

さ
ん
は「
違
う
の
、
お
母
さ
ん
が
早

く
来
て
っ
て
呼
ん
だ
の
よ
」と
心
身

共
に
お
疲
れ
で
あ
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
お
父
様
譲
り
の
サ
ー
ビ

ス
精
神
で
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
、
誰
と
で
も

笑
顔
で
接
し
て
お
ら
れ
た
前
田
司

祭
。
と
く
に
ミ
カ
エ
ル
で
は
松
陰

の
卒
業
生
で
先
生
の
大
フ
ァ
ン
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
い
つ
も
楽
し

そ
う
に
歓
談
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

◆
モ
ー
レ
ツ
牧
師
◆

　

前
田
司
祭
が
現
在
私
の
勤
務
す

る
学
院
に
着
任
さ
れ
る
ま
で
は
、

二
〇
年
以
上
に
渡
り
姫
路
顕
栄
教

会
で
司
牧
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
の
若
手
教
役
者
に
は
想
像
も

つ
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

小
林
主
教
を
は
じ
め
私
ら
の
世
代

が
神
学
生
に
な
っ
た
頃
の
先
輩
聖

職
は
、
そ
れ
は
も
う
現
役
バ
リ
バ

リ
の
時
で
モ
ー
レ
ツ
に
牧
会
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら

に
そ
の
上
の
世
代
は
私
の
親
父
を

含
め
て
軍
隊
帰
り
の
聖
職
が
多

く
、
も
っ
と
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
が

子
供
心
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
た
こ
焼
き
◆

　

前
田
司
祭
も
例
に
も
れ
ず
、
確

か
私
が
大
学
生
の
頃
、
姫
路
の
教

会
バ
ザ
ー
を
手
伝
い
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
た

こ
焼
コ
ー
ナ
ー
を
頼
ま
れ
て
見
て

ビ
ッ
ク
リ
‼　

　

何
と
水
で
溶
か
し
た
メ
リ
ケ
ン

粉
が
、
青
く
て
丸
い
お
馴
染
み
の

ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
、
し
か
も
一
番
大
き

な
サ
イ
ズ
に
満
タ
ン
に
入
っ
て
い

た
の
で
す
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は

焼
い
て
も
、
焼
い
て
も
ど
ん
ど
ん

お
客
さ
ん
が
絶
え
ず
、
バ
ザ
ー
終

了
の
二
時
間
ほ
ど
前
に
見
事
完
売

し
ま
し
た
。
我
が
人
生
で
後
に
も

先
に
も
あ
れ
程
た
こ
焼
を
焼
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
教
会
だ
け
で
な
く
、

付
属
幼
稚
園
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
人
た
ち
も
わ
ん
さ
と
押
し
か

け
、
日
頃
の
前
田
司
祭
の
伝
道
牧

会
の
凄
さ
を
垣
間
見
た
思
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
教
会
に
も
姫
路
顕
栄

教
会
百
年
誌
が
送
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
前
田
司
祭
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
ら
、
モ
ー

レ
ツ
に
牧
会
を
さ
れ
て
い
た
当
時

の
逞
し
い
お
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
理
事
長
に
な
っ
て
◆

　

前
田
司
祭
は
学
院
に
着
任
し
て

十
五
年
ほ
ど
経
っ
て
理
事
長
に
就

任
し
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺

盛
の
司
祭
で
し
た
。
世
の
中
に
は

肩
書
が
変
わ
れ
ば
人
格
ま
で
変
わ

る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

前
田
司
祭
は
最
後
ま
で
ニ
コ
ニ
コ

司
祭
と
し
て
周
囲
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
理
事
長
で
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る「
戦
中
派
」と
呼
ば
れ

る
先
輩
聖
職
の
ほ
と
ん
ど
も
、
厳

し
さ
の
中
に
も
本
当
の
優
し
さ
が

あ
る
方
ば
か
り
で
し
た
。

　

戦
中
戦
後
の
壮
絶
な
苦
し
み
を

体
験
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
周
り
に

対
し
て
常
に
優
し
い
笑
顔
で
接
し

て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
の

親
父
も
生
前
よ
く「
自
分
に
一
番
厳

し
く
、
信
徒
に
優
し
い
牧
師
に
な

れ
」と
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

更
な
が
ら
そ
の
言
葉
を
噛
み
し
め

つ
つ
反
省
す
る
次
第
で
す
。

　

そ
ん
な
前
田
司
祭
が
、
殊
の
外

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
の
が
学
校

の
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。
終
始
笑

顔
で
ま
る
で
サ
ン
タ
さ
ん
が
そ
こ

に
い
る
よ
う
で
し
た
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
最
高

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ま
た
、
彼
の
笑
顔

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

主
イ
エ
ス
も
人
々
に「
柔
和
な

人
々
は
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人
た

ち
は
地
を
受
け
継
ぐ
」（
マ
タ
イ
五

章
五
節
）と
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

前
田
司
祭
の
笑
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の

教
会
で
主
の
福
音
を
満
面
の
笑
顔

で
宣
べ
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

十
一
月
二
十
三
日（
火
・
祝
）、

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
、
他
十

六
カ
所
を
会
場
に
、
日
本
聖
公
会

神
戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
等
か
ら
、
リ
モ
ー
ト

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト

開
催
に
当
た
り
、
リ
モ
ー
ト
教
区

会
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
五

月
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
教
役
者
議
員
二
十
二

名
、
信
徒
代
議
員
三
十
三
名
が
出

席
し
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
常
置
委
員
選
挙
と

日
本
聖
公
会
総
会
代
議
員
選
挙
が

行
な
わ
れ
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
当
選
し
ま
し
た
。

第
九
十
一（
定
期
）

教
区
会
報
告

前
田
司
祭
と

前
田
理
事
長

（
司
祭 
八
代
　
智
）

（
六
頁
へ
）
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本
日
、
こ
こ
に
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
教
区
事

務
所
二
会
場
、
各
教
会
十
五
会
場

に
ご
参
集
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
教
区
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

う
た
め
に
、
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

「
リ
モ
ー
ト
教
区
会
準
備
委
員
会
」

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
リ
モ
ー
ト
で
す
の
で
、
教
区

会
の
常
任
委
員
、
特
に
議
員
資
格

調
査
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
若

干
の
人
数
の
変
更
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
準
備
委
員
の

皆
様
に
は
十
分
な
備
え
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
機
械
の

こ
と
で
す
の
で
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
は
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
教
区

会
に
聖
霊
な
る
神
様
の
お
導
き
を

祈
り
な
が
ら
、
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
　
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で
す

が
、
八
月
一
日（
日
）ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
松
尾
常
雄
司
祭
が
八
十
四
歳

で
逝
去
さ
れ
、
三
日（
火
）サ
ン
パ

ウ
ロ
の
教
会
で
葬
送
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
日（
月
）ヨ
シ

ュ
ア
前
田
次
郎
司
祭
が
八
十
九
歳

で
逝
去
さ
れ
、
ご
遺
族
の
希
望
に

よ
り
、
家
族
葬
と
し
て
通
夜
の
祈

り
を
二
十
一
日（
火
）、
葬
送
式
を

二
十
二
日（
水
）大
聖
堂
で
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
一
日（
木
・
日
本
聖
公

会
組
織
成
立
記
念
日
）コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
出
席
者
を
限
定
し
た
形

で
テ
モ
テ
遠
藤
洋
介
執
事
の
司
祭

按
手
式
を
大
聖
堂
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
司

祭
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
神
戸
教

区
に
は
聖
職
候
補
生
が
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
神

戸
教
区
も
深
刻
な
聖
職
不
足
に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

聖
職
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
四
月
に
中
規
模

の
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
役
者
不
足
が
深
刻
な
東
北
教
区

の
吉
田
雅
人
主
教
か
ら
の
強
い
要

請
と
遠
藤
洋
介
司
祭
の
将
来
を
考

え
て
、
同
司
祭
の
三
年
間
の
東
北

教
区
出
向
を
決
断
し
ま
し
た
。
東

北
教
区
で
の
遠
藤
司
祭
の
働
き
と

経
験
の
た
め
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

今
年
一
月
に
兵
庫
県
に
第
二
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
四
月
、
八
月
と

延
べ
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言
と
そ

の
間
に
三
度
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
単

位
で
、
感
染
防
止
の
指
導
が
行
わ

れ
、
各
教
会
は
そ
れ
ら
の
指
示
に

よ
っ
て
、
教
会
委
員
会
の
協
議
と

主
教
と
の
相
談
に
よ
り
公
開
の
礼

拝
の
自
粛
、
陪
餐
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
」の
働
き
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
報
告
は
報
告

書
に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ

る
た
び
に
対
策
室
で
協
議
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
主
教
に
方
針

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
対
策
室
が

示
し
た「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
お
け
る
教
会
活
動
の
自
粛
基

準
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
り
、
各
教
会
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
最
低
限
の
責
任

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

を
冒
し
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の

方
々
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
病
院
や
老

人
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
奉
仕
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

神
様
か
ら
の
励
ま
し
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
感
染
症
に
よ
っ
て

今
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

癒
し
と
慰
め
を
祈
り
ま
す
。
そ
し

て
、
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
上
に
神

様
か
ら
の
魂
の
平
安
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

神
戸
教
区
と
し
て
の
働
き
は
、

主
日
の
特
祷
、
聖
書
日
課
や「
自

宅
で
の
祈
り
」の
式
文
、
主
日
の

説
教
動
画
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。「
知
ら
な
い

牧
師
さ
ん
た
ち
の
説
教
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」と
の
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
録
画
、
編
集
の
ご
奉

仕
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
に
お
い
て
も
、YouTube

、

ZO
O
M

、LIN
E

な
ど
を
使
っ
て
、

対
面
で
の
礼
拝
が
公
開
で
き
な
い

中
、
リ
モ
ー
ト
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
教
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
教
区
会
を
は
じ
め
、
会

議
の
多
く
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
十

県
に
ま
た
が
る
神
戸
教
区
に
と
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
が
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
対
面
の
良
さ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し

つ
つ
、
こ
の
広
い
神
戸
教
区
を
豊

か
な
一
つ
の
教
区
と
す
る
工
夫
を

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
宣
教
協
働
区

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
日
本
聖

公
会
第
六
十
五
定
期
総
会
に
お
い

て「
日
本
聖
公
会
法
規
の
一
部
を

改
訂
す
る
件（
宣
教
協
働
区
・
伝

道
教
区
制
の
設
置
）」が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
日
本
聖
公
会
を
三
つ

の
宣
教
協
働
区
に
分
け
、
各
々
の

宣
教
協
働
区
に
お
い
て
、
区
内
の

運
営
、
宣
教
・
牧
会
な
ど
に
つ
い

て
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た

教
区
は
教
区
会
の
決
議
と
総
会
の

承
認
に
よ
っ
て
教
区
主
教
を
置
か

な
い
伝
道
教
区
に
移
行
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
西
日
本
宣
教
協
働
区
と
し

て
、
九
州
教
区
、
沖
縄
教
区
と
共

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

報
告
は
、
報
告
書
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
の
中
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
は
、
各
教
会
が
宣
教
を
進

め
て
い
く
時
、
す
ぐ
に
効
果
の
あ

る
解
決
策
は
な
く
て
も
、
て
い
ね

い
な
牧
会（
そ
れ
は
教
役
者
が
一

人
一
人
の
信
徒
に
向
き
合
っ
て
、

そ
の
必
要
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
）と
、
地
域
の
問
題（
こ
ど

も
食
堂
な
ど
）に
牧
師
だ
け
で
な

く
教
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
教
会
が
活
性
化
し

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
、
私
た
ち
神
戸
教
区
も
宣

教
を
進
め
て
い
く
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

神
戸
教
区
マ
イ
ラ
姉
支
援
室

　

二
〇
二
〇
年
十
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

聖
公
会
北
ル
ソ
ン
教
区
信
徒
マ
イ

ラ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ゲ

ン
さ
ん
が
、
香
川
県
内
で
お
仕
事

か
ら
の
帰
宅
途
上
、
交
通
事
故
に

遭
い
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
神
戸
教
区
は
、
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
日
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
支

援
も
含
め
て『
良
き
サ
マ
リ
ア
人

募
金
』を
行
い
、
ご
家
族
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
募
金
を
頂
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
十
月
十
七
日（
日
）高
松

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
巡
回
日
礼
拝
に

お
母
様
の
メ
ロ
デ
ィ
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
区
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
先
の
見
通
し
は
ま
だ
ま

だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
マ
イ

ラ
さ
ん
、
ご
家
族
の
支
援
に
心
を

寄
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神
戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定

　

昨
年
の
教
区
会
で
お
話
し
た
神

戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
教
区
宣
教
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ
れ
、
新

し
い
委
員
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
問
題
点
を
て
い
ね
い

に
押
さ
え
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
課
題
が

大
切
で
、
優
劣
は
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
、
教
役
者
、

信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

宣
教
方
針
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
二
年
目
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

特
任
聖
職
志
願
者
の
発
掘
、

養
成
、 

教
区
民
へ
の
啓
発

　

特
任
聖
職
に
つ
い
て
、
神
の
お

と
ず
れ
で
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
委
員
長

の
中
原
康
貴
司
祭
と
特
任
聖
職
の

教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
特
任
聖
職
を
目
指
す

と
言
い
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

志
願
者
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
神
学
の
学
び
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に

対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
特
任

聖
職
の
志
願
者
は
現
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
志
願
者
が
現
れ
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
に
特
任

聖
職
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
で

き
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
信
徒
奉

事
者
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
学
塾
で「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
教
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
三
回
の
神
学

塾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
一
度
参
加
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し
い

可
能
性
を
秘
め
た
働
き
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
の
行
っ
た
主

日
説
教
の
動
画
の
掲
載
と
共
に
、

新
し
い
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
リ

モ
ー
ト
に
不
慣
れ
な
方
々
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
で
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
教
会
に
集
ま
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
何
人
か
で
参
加
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
教
会

　

昨
年
の
教
区
会
を
終
え
て
、
十

二
月
六
日
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教

会
で
二
名
。
二
十
日
、
下
関
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
一

名
の
堅
信
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
、
神
の
国
は

着
実
に
前
進
し
て
、
七
月
二
十
五

日
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
一

名
。
八
月
二
十
九
日
、
徳
島
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
。
十
月
十

日
、
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
一

名
。
二
十
四
日
、
富
岡
キ
リ
ス
ト

教
会
で
一
名
。
三
十
一
日
、
福
山

諸
聖
徒
教
会
で
一
名
。
十
一
月
十

四
日　

広
瀬
基
督
教
会
で
二
名
。

二
十
一
日
、
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
で
一
名
の
堅
信
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八
日
、

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
一
名
。

十
二
月
十
二
日
広
島
復
活
教
会
で

一
名
。
二
十
六
日
、
徳
島
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
の
方
の
堅
信

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
堅
信
受
領
者
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
宣
教
と
牧
会
の
努
力
、
ま
た

祈
り
の
賜
物
と
感
謝
し
、
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
堅
信
受
領
者
の
数
は
、
今

年
の
各
教
会
の
逝
去
者
の
数
に
比

べ
た
ら
、
大
変
少
な
い
数
字
だ
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
教
会
は

日
本
の
人
口
同
様
縮
小
の
傾
向
に

あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち
が
活

動
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
神
様
の
力
に
頼

っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
教
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ま
だ
王
国
に
な

る
前
、
士
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

た
ち
が
周
り
の
部
族
か
ら
自
分
た

ち
を
守
っ
た
話
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
士
師
ギ
デ
オ
ン

は
、
三
万
二
千
人
の
人
々
を
集
め

て
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
軍
隊
と
対
決
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

神
様
は
、
そ
れ
を
多
す
ぎ
る
と
言

っ
て
、
最
後
は
三
〇
〇
人
に
ま
で

減
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
神
様
の

言
葉
は
、

『
主
は
ギ
デ
オ
ン
に
言
わ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
率
い
る
民
は
多
す
ぎ

る
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
を
そ
の

手
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

渡
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し

に
向
か
っ
て
心
が
お
ご
り
、
自
分

の
手
で
救
い
を
勝
ち
取
っ
た
と
言

う
で
あ
ろ
う
。」』（
士
師
記
七
章
二

節
）

　

神
様
に
用
い
ら
れ
る
私
た
ち

は
、
自
ら
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

弱
い
私
た
ち
に
働
く
神
様
の
力
を

誇
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
よ
く
ご
存
じ
の
善
い
サ
マ

リ
ア
人
の
こ
と
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
の
中

で
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
祭
司
や

レ
ビ
人
は
、
傷
つ
い
た
旅
人
を
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

外
国
人
で
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、

『
そ
の
人
を
見
て
憐
れ
に
思
い
』

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章
三
十

三
節
）、
自
分
の
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
、
そ
の
人
を
助
け
る
た
め

に
力
を
出
せ
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
人
に
は
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
よ
そ
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
い
つ
も
つ
ら
い
思
い
を

し
な
が
ら
生
き
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
肉
体
的
と
言
う
よ

り
、
精
神
的
な
痛
み
だ
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
経
験
が
彼
を
動
か

し
た
の
で
す
。
彼
は
道
で
倒
れ
て

い
る
人
の
痛
み
苦
し
み
が
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、
神
様
の
力
が
働

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
十
二

章
で
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
で
、
そ
の
た
め
に
思
い
上

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
わ

た
し
の
身
に
一
つ
の
と
げ
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
思
い
上

が
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
を
痛

め
つ
け
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
使
い
で
す
。
こ
の
使
い

に
つ
い
て
、
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
三
度
主

に
願
い
ま
し
た
。
す
る
と
主
は
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十

分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
の
力
が
わ
た
し
の
内
に
宿
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
弱
さ
、
侮

辱
、
窮
乏
、
迫
害
、
そ
し
て
行
き

詰
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
キ

リ
ス
ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
弱
い

と
き
に
こ
そ
強
い
か
ら
で
す
。
』

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二 

十
二
章
七
節
〜
十
節
）

　

こ
こ
で
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
強
い
人
は
弱
い
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弱
い

人
こ
そ
弱
い
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
弱
い
私
た

ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
神
様

の
力
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
経
済
的

に
貧
困
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
重
荷
を
担
え
る
教
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
主
を
誇
り

と
し
、
人
々
の
良
き
友
と
な
れ
る

教
会
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
に
も
ま
し
て
来

年
度
も
神
戸
教
区
に
対
し
て
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
演

説
と
い
た
し
ま
す
。

松
山
↓
神
戸
↓
ブ
ラ
ジ
ル

　

ア
ン
デ
レ
松
尾
常
雄
先
生
は
愛

媛
県
の
ご
出
身
。
松
山
の
教
会
で

加
藤
九
十
九
牧
師
に
洗
礼
を
受
け

後
任
の
八
代
欽
一
牧
師
の
勧
め
で

松
蔭
短
大
へ
。
八
代
斌
助
主
教
の

薫
陶
を
う
け
一
九
六
〇
年
一
一
月

執
事
に
按
手
さ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
を
背
に
一
九
六
一

年
六
月
二
日
、
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
旅
立
つ
。
八
代
斌
助
師
の

日
記（
聖
戦
の
旅
）に
は「
六
月
二

日
、
三
時
松
尾
を
送
り
に
第
四
突

堤
に
行
く
。
大
変
な
人
出
だ
。
み

ん
な
が
よ
く
来
て
く
れ
た
。
欽
は

教
え
子
だ
け
に
よ
く
世
話
を
し
て

い
た
。
涙
が
出
て
仕
方
な
い
。
出

帆
前
に
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
来
る
。

松
蔭
の
生
徒
な
ど
を
含
め
て
，

七
、
八
十
名
が
来
て
い
た
。
原
が

指
揮
す
る『
神
と
も
に
い
ま
し
て
』

も
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
壮
行
会

だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
で
司
祭
按
手

を
受
け
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
聖

パ
ウ
ロ
教
会
等
で
牧
師
を
つ
と
め

二
〇
〇
二
年
六
五
歳
の
定
年
ま
で

四
十
年
に
わ
た
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

宣
教
に
励
ま
れ
た
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に

　

一
九
九
一
年
七
月
、
松
尾
先
生

は
、
北
関
東
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に
奉
仕

す
べ
く
昔
の
ロ
ダ
館
に
居
住
、
松

山
工
高
出
の
技
術
を
生
か
し
、
週

日
は
東
大
阪
の
工
場
で
働
い
て
生

活
を
支
え
、
休
日
は
長
距
離
バ
ス

で
北
関
東
に
出
か
け
、
各
地
に
散

在
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
訪

問
、
激
励
さ
れ
た
。
こ
の
奉
仕
は

翌
年
六
月
の
帰
国
ま
で
続
い
た
。

支
援
体
制
の
整
わ
な
い
活
動
で
終

わ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

神
戸
で
の
奉
仕

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
定
年
退
職

後
、
単
身
来
日
さ
れ
た
松
尾
先
生

は
、
神
戸
教
区
で
の
働
き
を
希
望

さ
れ
古
本
主
教
の
配
慮
で
徳
島
聖

テ
モ
テ
教
会
に
定
住
し
て
五
年
間

嘱
託
牧
師
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
呉
信
愛
教
会
に
転

任
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
は
先

生
の
体
調
に
か
げ
り
が
見
え
，
本

人
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
が
最
後

は
帰
国
を
決
意
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
夫
人
や
娘
さ
ん
達
の
待

た
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
十
年
、
徳
島
出
身
の
奥

様
や
現
地
育
ち
の
お
嬢
さ
ん
に
囲

ま
れ
良
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
し
て

暮
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
際
的
な
伝
道
者

　

八
代
斌
助
主
教
の
大
き
な
期
待

を
背
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
松
尾

先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と

推
察
す
る
。
在
留
邦
人
社
会
で
も

日
本
語
の
話
せ
る
人
口
は
減
る
一

方
。
待
遇
も
良
い
と
は
思
え
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
聖
職
と
し
て

黙
々
と
、
そ
し
て
四
十
年
余
の
ご

奉
仕
は
ご
苦
労
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
定
年
後
の
来
日
で
は

大
き
な
お
働
き
を
期
し
て
帰
国
さ

れ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
違

い
に
戸
惑
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

或
人
が「
松
尾
先
生
、
頭
の
中

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
近
い
の
で
は
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

然
し
、
松
尾
常
雄
先
生
は
文
化

の
異
な
る
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

二
つ
の
国
を
ま
た
に
か
け
、
神
様

の
ご
用
を
見
事
に
な
し
と
げ
ら
れ

た
国
際
的
な
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

松
尾
先
生
の
御
国
に
お
け
る
御
霊

の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。

（
神
戸
教
区
主
教
）

松
尾
常
雄

司
祭
を
偲
ぶ

（                                   

）

藤
谷
正
一

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
信
徒
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本
日
、
こ
こ
に
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
教
区
事

務
所
二
会
場
、
各
教
会
十
五
会
場

に
ご
参
集
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
教
区
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

う
た
め
に
、
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

「
リ
モ
ー
ト
教
区
会
準
備
委
員
会
」

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
リ
モ
ー
ト
で
す
の
で
、
教
区

会
の
常
任
委
員
、
特
に
議
員
資
格

調
査
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
若

干
の
人
数
の
変
更
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
準
備
委
員
の

皆
様
に
は
十
分
な
備
え
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
機
械
の

こ
と
で
す
の
で
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
は
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
教
区

会
に
聖
霊
な
る
神
様
の
お
導
き
を

祈
り
な
が
ら
、
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
　
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で
す

が
、
八
月
一
日（
日
）ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
松
尾
常
雄
司
祭
が
八
十
四
歳

で
逝
去
さ
れ
、
三
日（
火
）サ
ン
パ

ウ
ロ
の
教
会
で
葬
送
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
日（
月
）ヨ
シ

ュ
ア
前
田
次
郎
司
祭
が
八
十
九
歳

で
逝
去
さ
れ
、
ご
遺
族
の
希
望
に

よ
り
、
家
族
葬
と
し
て
通
夜
の
祈

り
を
二
十
一
日（
火
）、
葬
送
式
を

二
十
二
日（
水
）大
聖
堂
で
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
一
日（
木
・
日
本
聖
公

会
組
織
成
立
記
念
日
）コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
出
席
者
を
限
定
し
た
形

で
テ
モ
テ
遠
藤
洋
介
執
事
の
司
祭

按
手
式
を
大
聖
堂
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
司

祭
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
神
戸
教

区
に
は
聖
職
候
補
生
が
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
神

戸
教
区
も
深
刻
な
聖
職
不
足
に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

聖
職
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
四
月
に
中
規
模

の
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
役
者
不
足
が
深
刻
な
東
北
教
区

の
吉
田
雅
人
主
教
か
ら
の
強
い
要

請
と
遠
藤
洋
介
司
祭
の
将
来
を
考

え
て
、
同
司
祭
の
三
年
間
の
東
北

教
区
出
向
を
決
断
し
ま
し
た
。
東

北
教
区
で
の
遠
藤
司
祭
の
働
き
と

経
験
の
た
め
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

今
年
一
月
に
兵
庫
県
に
第
二
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
四
月
、
八
月
と

延
べ
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言
と
そ

の
間
に
三
度
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
単

位
で
、
感
染
防
止
の
指
導
が
行
わ

れ
、
各
教
会
は
そ
れ
ら
の
指
示
に

よ
っ
て
、
教
会
委
員
会
の
協
議
と

主
教
と
の
相
談
に
よ
り
公
開
の
礼

拝
の
自
粛
、
陪
餐
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
」の
働
き
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
報
告
は
報
告

書
に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ

る
た
び
に
対
策
室
で
協
議
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
主
教
に
方
針

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
対
策
室
が

示
し
た「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
お
け
る
教
会
活
動
の
自
粛
基

準
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
り
、
各
教
会
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
最
低
限
の
責
任

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

を
冒
し
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の

方
々
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
病
院
や
老

人
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
奉
仕
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

神
様
か
ら
の
励
ま
し
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
感
染
症
に
よ
っ
て

今
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

癒
し
と
慰
め
を
祈
り
ま
す
。
そ
し

て
、
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
上
に
神

様
か
ら
の
魂
の
平
安
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

神
戸
教
区
と
し
て
の
働
き
は
、

主
日
の
特
祷
、
聖
書
日
課
や「
自

宅
で
の
祈
り
」の
式
文
、
主
日
の

説
教
動
画
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。「
知
ら
な
い

牧
師
さ
ん
た
ち
の
説
教
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」と
の
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
録
画
、
編
集
の
ご
奉

仕
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
に
お
い
て
も
、YouTube

、

ZO
O
M

、LIN
E

な
ど
を
使
っ
て
、

対
面
で
の
礼
拝
が
公
開
で
き
な
い

中
、
リ
モ
ー
ト
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
教
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
教
区
会
を
は
じ
め
、
会

議
の
多
く
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
十

県
に
ま
た
が
る
神
戸
教
区
に
と
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
が
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
対
面
の
良
さ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し

つ
つ
、
こ
の
広
い
神
戸
教
区
を
豊

か
な
一
つ
の
教
区
と
す
る
工
夫
を

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
宣
教
協
働
区

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
日
本
聖

公
会
第
六
十
五
定
期
総
会
に
お
い

て「
日
本
聖
公
会
法
規
の
一
部
を

改
訂
す
る
件（
宣
教
協
働
区
・
伝

道
教
区
制
の
設
置
）」が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
日
本
聖
公
会
を
三
つ

の
宣
教
協
働
区
に
分
け
、
各
々
の

宣
教
協
働
区
に
お
い
て
、
区
内
の

運
営
、
宣
教
・
牧
会
な
ど
に
つ
い

て
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た

教
区
は
教
区
会
の
決
議
と
総
会
の

承
認
に
よ
っ
て
教
区
主
教
を
置
か

な
い
伝
道
教
区
に
移
行
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
西
日
本
宣
教
協
働
区
と
し

て
、
九
州
教
区
、
沖
縄
教
区
と
共

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

報
告
は
、
報
告
書
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
の
中
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
は
、
各
教
会
が
宣
教
を
進

め
て
い
く
時
、
す
ぐ
に
効
果
の
あ

る
解
決
策
は
な
く
て
も
、
て
い
ね

い
な
牧
会（
そ
れ
は
教
役
者
が
一

人
一
人
の
信
徒
に
向
き
合
っ
て
、

そ
の
必
要
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
）と
、
地
域
の
問
題（
こ
ど

も
食
堂
な
ど
）に
牧
師
だ
け
で
な

く
教
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
教
会
が
活
性
化
し

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
、
私
た
ち
神
戸
教
区
も
宣

教
を
進
め
て
い
く
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

神
戸
教
区
マ
イ
ラ
姉
支
援
室

　

二
〇
二
〇
年
十
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

聖
公
会
北
ル
ソ
ン
教
区
信
徒
マ
イ

ラ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ゲ

ン
さ
ん
が
、
香
川
県
内
で
お
仕
事

か
ら
の
帰
宅
途
上
、
交
通
事
故
に

遭
い
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
神
戸
教
区
は
、
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
日
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
支

援
も
含
め
て『
良
き
サ
マ
リ
ア
人

募
金
』を
行
い
、
ご
家
族
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
募
金
を
頂
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
十
月
十
七
日（
日
）高
松

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
巡
回
日
礼
拝
に

お
母
様
の
メ
ロ
デ
ィ
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
区
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
先
の
見
通
し
は
ま
だ
ま

だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
マ
イ

ラ
さ
ん
、
ご
家
族
の
支
援
に
心
を

寄
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神
戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定

　

昨
年
の
教
区
会
で
お
話
し
た
神

戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
教
区
宣
教
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ
れ
、
新

し
い
委
員
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
問
題
点
を
て
い
ね
い

に
押
さ
え
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
課
題
が

大
切
で
、
優
劣
は
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
、
教
役
者
、

信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

宣
教
方
針
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
二
年
目
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

特
任
聖
職
志
願
者
の
発
掘
、

養
成
、 

教
区
民
へ
の
啓
発

　

特
任
聖
職
に
つ
い
て
、
神
の
お

と
ず
れ
で
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
委
員
長

の
中
原
康
貴
司
祭
と
特
任
聖
職
の

教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
特
任
聖
職
を
目
指
す

と
言
い
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

志
願
者
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
神
学
の
学
び
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に

対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
特
任

聖
職
の
志
願
者
は
現
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
志
願
者
が
現
れ
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
に
特
任

聖
職
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
で

き
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
信
徒
奉

事
者
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
学
塾
で「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
教
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
三
回
の
神
学

塾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
一
度
参
加
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し
い

可
能
性
を
秘
め
た
働
き
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
の
行
っ
た
主

日
説
教
の
動
画
の
掲
載
と
共
に
、

新
し
い
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
リ

モ
ー
ト
に
不
慣
れ
な
方
々
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
で
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
教
会
に
集
ま
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
何
人
か
で
参
加
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
教
会

　

昨
年
の
教
区
会
を
終
え
て
、
十

二
月
六
日
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教

会
で
二
名
。
二
十
日
、
下
関
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
一

名
の
堅
信
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
、
神
の
国
は

着
実
に
前
進
し
て
、
七
月
二
十
五

日
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
一

名
。
八
月
二
十
九
日
、
徳
島
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
。
十
月
十

日
、
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
一

名
。
二
十
四
日
、
富
岡
キ
リ
ス
ト

教
会
で
一
名
。
三
十
一
日
、
福
山

諸
聖
徒
教
会
で
一
名
。
十
一
月
十

四
日　

広
瀬
基
督
教
会
で
二
名
。

二
十
一
日
、
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
で
一
名
の
堅
信
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八
日
、

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
一
名
。

十
二
月
十
二
日
広
島
復
活
教
会
で

一
名
。
二
十
六
日
、
徳
島
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
の
方
の
堅
信

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
堅
信
受
領
者
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
宣
教
と
牧
会
の
努
力
、
ま
た

祈
り
の
賜
物
と
感
謝
し
、
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
堅
信
受
領
者
の
数
は
、
今

年
の
各
教
会
の
逝
去
者
の
数
に
比

べ
た
ら
、
大
変
少
な
い
数
字
だ
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
教
会
は

日
本
の
人
口
同
様
縮
小
の
傾
向
に

あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち
が
活

動
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
神
様
の
力
に
頼

っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
教
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ま
だ
王
国
に
な

る
前
、
士
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

た
ち
が
周
り
の
部
族
か
ら
自
分
た

ち
を
守
っ
た
話
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
士
師
ギ
デ
オ
ン

は
、
三
万
二
千
人
の
人
々
を
集
め

て
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
軍
隊
と
対
決
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

神
様
は
、
そ
れ
を
多
す
ぎ
る
と
言

っ
て
、
最
後
は
三
〇
〇
人
に
ま
で

減
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
神
様
の

言
葉
は
、

『
主
は
ギ
デ
オ
ン
に
言
わ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
率
い
る
民
は
多
す
ぎ

る
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
を
そ
の

手
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

渡
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し

に
向
か
っ
て
心
が
お
ご
り
、
自
分

の
手
で
救
い
を
勝
ち
取
っ
た
と
言

う
で
あ
ろ
う
。」』（
士
師
記
七
章
二

節
）

　

神
様
に
用
い
ら
れ
る
私
た
ち

は
、
自
ら
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

弱
い
私
た
ち
に
働
く
神
様
の
力
を

誇
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
よ
く
ご
存
じ
の
善
い
サ
マ

リ
ア
人
の
こ
と
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
の
中

で
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
祭
司
や

レ
ビ
人
は
、
傷
つ
い
た
旅
人
を
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

外
国
人
で
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、

『
そ
の
人
を
見
て
憐
れ
に
思
い
』

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章
三
十

三
節
）、
自
分
の
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
、
そ
の
人
を
助
け
る
た
め

に
力
を
出
せ
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
人
に
は
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
よ
そ
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
い
つ
も
つ
ら
い
思
い
を

し
な
が
ら
生
き
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
肉
体
的
と
言
う
よ

り
、
精
神
的
な
痛
み
だ
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
経
験
が
彼
を
動
か

し
た
の
で
す
。
彼
は
道
で
倒
れ
て

い
る
人
の
痛
み
苦
し
み
が
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、
神
様
の
力
が
働

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
十
二

章
で
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
で
、
そ
の
た
め
に
思
い
上

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
わ

た
し
の
身
に
一
つ
の
と
げ
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
思
い
上

が
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
を
痛

め
つ
け
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
使
い
で
す
。
こ
の
使
い

に
つ
い
て
、
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
三
度
主

に
願
い
ま
し
た
。
す
る
と
主
は
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十

分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
の
力
が
わ
た
し
の
内
に
宿
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
弱
さ
、
侮

辱
、
窮
乏
、
迫
害
、
そ
し
て
行
き

詰
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
キ

リ
ス
ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
弱
い

と
き
に
こ
そ
強
い
か
ら
で
す
。
』

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二 

十
二
章
七
節
〜
十
節
）

　

こ
こ
で
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
強
い
人
は
弱
い
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弱
い

人
こ
そ
弱
い
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
弱
い
私
た

ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
神
様

の
力
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
経
済
的

に
貧
困
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
重
荷
を
担
え
る
教
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
主
を
誇
り

と
し
、
人
々
の
良
き
友
と
な
れ
る

教
会
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
に
も
ま
し
て
来

年
度
も
神
戸
教
区
に
対
し
て
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
演

説
と
い
た
し
ま
す
。

松
山
↓
神
戸
↓
ブ
ラ
ジ
ル

　

ア
ン
デ
レ
松
尾
常
雄
先
生
は
愛

媛
県
の
ご
出
身
。
松
山
の
教
会
で

加
藤
九
十
九
牧
師
に
洗
礼
を
受
け

後
任
の
八
代
欽
一
牧
師
の
勧
め
で

松
蔭
短
大
へ
。
八
代
斌
助
主
教
の

薫
陶
を
う
け
一
九
六
〇
年
一
一
月

執
事
に
按
手
さ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
を
背
に
一
九
六
一

年
六
月
二
日
、
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
旅
立
つ
。
八
代
斌
助
師
の

日
記（
聖
戦
の
旅
）に
は「
六
月
二

日
、
三
時
松
尾
を
送
り
に
第
四
突

堤
に
行
く
。
大
変
な
人
出
だ
。
み

ん
な
が
よ
く
来
て
く
れ
た
。
欽
は

教
え
子
だ
け
に
よ
く
世
話
を
し
て

い
た
。
涙
が
出
て
仕
方
な
い
。
出

帆
前
に
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
来
る
。

松
蔭
の
生
徒
な
ど
を
含
め
て
，

七
、
八
十
名
が
来
て
い
た
。
原
が

指
揮
す
る『
神
と
も
に
い
ま
し
て
』

も
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
壮
行
会

だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
で
司
祭
按
手

を
受
け
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
聖

パ
ウ
ロ
教
会
等
で
牧
師
を
つ
と
め

二
〇
〇
二
年
六
五
歳
の
定
年
ま
で

四
十
年
に
わ
た
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

宣
教
に
励
ま
れ
た
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に

　

一
九
九
一
年
七
月
、
松
尾
先
生

は
、
北
関
東
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に
奉
仕

す
べ
く
昔
の
ロ
ダ
館
に
居
住
、
松

山
工
高
出
の
技
術
を
生
か
し
、
週

日
は
東
大
阪
の
工
場
で
働
い
て
生

活
を
支
え
、
休
日
は
長
距
離
バ
ス

で
北
関
東
に
出
か
け
、
各
地
に
散

在
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
訪

問
、
激
励
さ
れ
た
。
こ
の
奉
仕
は

翌
年
六
月
の
帰
国
ま
で
続
い
た
。

支
援
体
制
の
整
わ
な
い
活
動
で
終

わ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

神
戸
で
の
奉
仕

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
定
年
退
職

後
、
単
身
来
日
さ
れ
た
松
尾
先
生

は
、
神
戸
教
区
で
の
働
き
を
希
望

さ
れ
古
本
主
教
の
配
慮
で
徳
島
聖

テ
モ
テ
教
会
に
定
住
し
て
五
年
間

嘱
託
牧
師
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
呉
信
愛
教
会
に
転

任
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
は
先

生
の
体
調
に
か
げ
り
が
見
え
，
本

人
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
が
最
後

は
帰
国
を
決
意
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
夫
人
や
娘
さ
ん
達
の
待

た
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
十
年
、
徳
島
出
身
の
奥

様
や
現
地
育
ち
の
お
嬢
さ
ん
に
囲

ま
れ
良
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
し
て

暮
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
際
的
な
伝
道
者

　

八
代
斌
助
主
教
の
大
き
な
期
待

を
背
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
松
尾

先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と

推
察
す
る
。
在
留
邦
人
社
会
で
も

日
本
語
の
話
せ
る
人
口
は
減
る
一

方
。
待
遇
も
良
い
と
は
思
え
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
聖
職
と
し
て

黙
々
と
、
そ
し
て
四
十
年
余
の
ご

奉
仕
は
ご
苦
労
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
定
年
後
の
来
日
で
は

大
き
な
お
働
き
を
期
し
て
帰
国
さ

れ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
違

い
に
戸
惑
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

或
人
が「
松
尾
先
生
、
頭
の
中

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
近
い
の
で
は
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

然
し
、
松
尾
常
雄
先
生
は
文
化

の
異
な
る
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

二
つ
の
国
を
ま
た
に
か
け
、
神
様

の
ご
用
を
見
事
に
な
し
と
げ
ら
れ

た
国
際
的
な
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

松
尾
先
生
の
御
国
に
お
け
る
御
霊

の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。

（
神
戸
教
区
主
教
）

松
尾
常
雄

司
祭
を
偲
ぶ

（                                   

）

藤
谷
正
一

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
信
徒
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本
日
、
こ
こ
に
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
教
区
事

務
所
二
会
場
、
各
教
会
十
五
会
場

に
ご
参
集
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
教
区
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

う
た
め
に
、
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

「
リ
モ
ー
ト
教
区
会
準
備
委
員
会
」

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
リ
モ
ー
ト
で
す
の
で
、
教
区

会
の
常
任
委
員
、
特
に
議
員
資
格

調
査
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
若

干
の
人
数
の
変
更
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
準
備
委
員
の

皆
様
に
は
十
分
な
備
え
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
機
械
の

こ
と
で
す
の
で
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
は
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
教
区

会
に
聖
霊
な
る
神
様
の
お
導
き
を

祈
り
な
が
ら
、
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
　
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で
す

が
、
八
月
一
日（
日
）ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
松
尾
常
雄
司
祭
が
八
十
四
歳

で
逝
去
さ
れ
、
三
日（
火
）サ
ン
パ

ウ
ロ
の
教
会
で
葬
送
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
日（
月
）ヨ
シ

ュ
ア
前
田
次
郎
司
祭
が
八
十
九
歳

で
逝
去
さ
れ
、
ご
遺
族
の
希
望
に

よ
り
、
家
族
葬
と
し
て
通
夜
の
祈

り
を
二
十
一
日（
火
）、
葬
送
式
を

二
十
二
日（
水
）大
聖
堂
で
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
一
日（
木
・
日
本
聖
公

会
組
織
成
立
記
念
日
）コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
出
席
者
を
限
定
し
た
形

で
テ
モ
テ
遠
藤
洋
介
執
事
の
司
祭

按
手
式
を
大
聖
堂
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
司

祭
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
神
戸
教

区
に
は
聖
職
候
補
生
が
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
神

戸
教
区
も
深
刻
な
聖
職
不
足
に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

聖
職
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
四
月
に
中
規
模

の
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
役
者
不
足
が
深
刻
な
東
北
教
区

の
吉
田
雅
人
主
教
か
ら
の
強
い
要

請
と
遠
藤
洋
介
司
祭
の
将
来
を
考

え
て
、
同
司
祭
の
三
年
間
の
東
北

教
区
出
向
を
決
断
し
ま
し
た
。
東

北
教
区
で
の
遠
藤
司
祭
の
働
き
と

経
験
の
た
め
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

今
年
一
月
に
兵
庫
県
に
第
二
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
四
月
、
八
月
と

延
べ
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言
と
そ

の
間
に
三
度
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
単

位
で
、
感
染
防
止
の
指
導
が
行
わ

れ
、
各
教
会
は
そ
れ
ら
の
指
示
に

よ
っ
て
、
教
会
委
員
会
の
協
議
と

主
教
と
の
相
談
に
よ
り
公
開
の
礼

拝
の
自
粛
、
陪
餐
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
」の
働
き
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
報
告
は
報
告

書
に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ

る
た
び
に
対
策
室
で
協
議
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
主
教
に
方
針

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
対
策
室
が

示
し
た「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
お
け
る
教
会
活
動
の
自
粛
基

準
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
り
、
各
教
会
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
最
低
限
の
責
任

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

を
冒
し
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の

方
々
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
病
院
や
老

人
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
奉
仕
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

神
様
か
ら
の
励
ま
し
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
感
染
症
に
よ
っ
て

今
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

癒
し
と
慰
め
を
祈
り
ま
す
。
そ
し

て
、
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
上
に
神

様
か
ら
の
魂
の
平
安
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

神
戸
教
区
と
し
て
の
働
き
は
、

主
日
の
特
祷
、
聖
書
日
課
や「
自

宅
で
の
祈
り
」の
式
文
、
主
日
の

説
教
動
画
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。「
知
ら
な
い

牧
師
さ
ん
た
ち
の
説
教
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」と
の
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
録
画
、
編
集
の
ご
奉

仕
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
に
お
い
て
も
、YouTube

、

ZO
O
M

、LIN
E

な
ど
を
使
っ
て
、

対
面
で
の
礼
拝
が
公
開
で
き
な
い

中
、
リ
モ
ー
ト
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
教
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
教
区
会
を
は
じ
め
、
会

議
の
多
く
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
十

県
に
ま
た
が
る
神
戸
教
区
に
と
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
が
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
対
面
の
良
さ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し

つ
つ
、
こ
の
広
い
神
戸
教
区
を
豊

か
な
一
つ
の
教
区
と
す
る
工
夫
を

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
宣
教
協
働
区

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
日
本
聖

公
会
第
六
十
五
定
期
総
会
に
お
い

て「
日
本
聖
公
会
法
規
の
一
部
を

改
訂
す
る
件（
宣
教
協
働
区
・
伝

道
教
区
制
の
設
置
）」が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
日
本
聖
公
会
を
三
つ

の
宣
教
協
働
区
に
分
け
、
各
々
の

宣
教
協
働
区
に
お
い
て
、
区
内
の

運
営
、
宣
教
・
牧
会
な
ど
に
つ
い

て
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た

教
区
は
教
区
会
の
決
議
と
総
会
の

承
認
に
よ
っ
て
教
区
主
教
を
置
か

な
い
伝
道
教
区
に
移
行
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
西
日
本
宣
教
協
働
区
と
し

て
、
九
州
教
区
、
沖
縄
教
区
と
共

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

報
告
は
、
報
告
書
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
の
中
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
は
、
各
教
会
が
宣
教
を
進

め
て
い
く
時
、
す
ぐ
に
効
果
の
あ

る
解
決
策
は
な
く
て
も
、
て
い
ね

い
な
牧
会（
そ
れ
は
教
役
者
が
一

人
一
人
の
信
徒
に
向
き
合
っ
て
、

そ
の
必
要
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
）と
、
地
域
の
問
題（
こ
ど

も
食
堂
な
ど
）に
牧
師
だ
け
で
な

く
教
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
教
会
が
活
性
化
し

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
、
私
た
ち
神
戸
教
区
も
宣

教
を
進
め
て
い
く
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

神
戸
教
区
マ
イ
ラ
姉
支
援
室

　

二
〇
二
〇
年
十
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

聖
公
会
北
ル
ソ
ン
教
区
信
徒
マ
イ

ラ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ゲ

ン
さ
ん
が
、
香
川
県
内
で
お
仕
事

か
ら
の
帰
宅
途
上
、
交
通
事
故
に

遭
い
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
神
戸
教
区
は
、
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
日
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
支

援
も
含
め
て『
良
き
サ
マ
リ
ア
人

募
金
』を
行
い
、
ご
家
族
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
募
金
を
頂
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
十
月
十
七
日（
日
）高
松

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
巡
回
日
礼
拝
に

お
母
様
の
メ
ロ
デ
ィ
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
区
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
先
の
見
通
し
は
ま
だ
ま

だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
マ
イ

ラ
さ
ん
、
ご
家
族
の
支
援
に
心
を

寄
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神
戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定

　

昨
年
の
教
区
会
で
お
話
し
た
神

戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
教
区
宣
教
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ
れ
、
新

し
い
委
員
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
問
題
点
を
て
い
ね
い

に
押
さ
え
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
課
題
が

大
切
で
、
優
劣
は
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
、
教
役
者
、

信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

宣
教
方
針
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
二
年
目
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

特
任
聖
職
志
願
者
の
発
掘
、

養
成
、 

教
区
民
へ
の
啓
発

　

特
任
聖
職
に
つ
い
て
、
神
の
お

と
ず
れ
で
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
委
員
長

の
中
原
康
貴
司
祭
と
特
任
聖
職
の

教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
特
任
聖
職
を
目
指
す

と
言
い
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

志
願
者
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
神
学
の
学
び
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に

対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
特
任

聖
職
の
志
願
者
は
現
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
志
願
者
が
現
れ
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
に
特
任

聖
職
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
で

き
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
信
徒
奉

事
者
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
学
塾
で「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
教
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
三
回
の
神
学

塾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
一
度
参
加
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し
い

可
能
性
を
秘
め
た
働
き
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
の
行
っ
た
主

日
説
教
の
動
画
の
掲
載
と
共
に
、

新
し
い
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
リ

モ
ー
ト
に
不
慣
れ
な
方
々
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
で
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
教
会
に
集
ま
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
何
人
か
で
参
加
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
教
会

　

昨
年
の
教
区
会
を
終
え
て
、
十

二
月
六
日
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教

会
で
二
名
。
二
十
日
、
下
関
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
一

名
の
堅
信
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
、
神
の
国
は

着
実
に
前
進
し
て
、
七
月
二
十
五

日
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
一

名
。
八
月
二
十
九
日
、
徳
島
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
。
十
月
十

日
、
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
一

名
。
二
十
四
日
、
富
岡
キ
リ
ス
ト

教
会
で
一
名
。
三
十
一
日
、
福
山

諸
聖
徒
教
会
で
一
名
。
十
一
月
十

四
日　

広
瀬
基
督
教
会
で
二
名
。

二
十
一
日
、
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
で
一
名
の
堅
信
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八
日
、

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
一
名
。

十
二
月
十
二
日
広
島
復
活
教
会
で

一
名
。
二
十
六
日
、
徳
島
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
の
方
の
堅
信

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
堅
信
受
領
者
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
宣
教
と
牧
会
の
努
力
、
ま
た

祈
り
の
賜
物
と
感
謝
し
、
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
堅
信
受
領
者
の
数
は
、
今

年
の
各
教
会
の
逝
去
者
の
数
に
比

べ
た
ら
、
大
変
少
な
い
数
字
だ
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
教
会
は

日
本
の
人
口
同
様
縮
小
の
傾
向
に

あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち
が
活

動
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
神
様
の
力
に
頼

っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
教
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ま
だ
王
国
に
な

る
前
、
士
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

た
ち
が
周
り
の
部
族
か
ら
自
分
た

ち
を
守
っ
た
話
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
士
師
ギ
デ
オ
ン

は
、
三
万
二
千
人
の
人
々
を
集
め

て
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
軍
隊
と
対
決
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

神
様
は
、
そ
れ
を
多
す
ぎ
る
と
言

っ
て
、
最
後
は
三
〇
〇
人
に
ま
で

減
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
神
様
の

言
葉
は
、

『
主
は
ギ
デ
オ
ン
に
言
わ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
率
い
る
民
は
多
す
ぎ

る
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
を
そ
の

手
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

渡
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し

に
向
か
っ
て
心
が
お
ご
り
、
自
分

の
手
で
救
い
を
勝
ち
取
っ
た
と
言

う
で
あ
ろ
う
。」』（
士
師
記
七
章
二

節
）

　

神
様
に
用
い
ら
れ
る
私
た
ち

は
、
自
ら
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

弱
い
私
た
ち
に
働
く
神
様
の
力
を

誇
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
よ
く
ご
存
じ
の
善
い
サ
マ

リ
ア
人
の
こ
と
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
の
中

で
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
祭
司
や

レ
ビ
人
は
、
傷
つ
い
た
旅
人
を
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

外
国
人
で
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、

『
そ
の
人
を
見
て
憐
れ
に
思
い
』

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章
三
十

三
節
）、
自
分
の
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
、
そ
の
人
を
助
け
る
た
め

に
力
を
出
せ
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
人
に
は
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
よ
そ
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
い
つ
も
つ
ら
い
思
い
を

し
な
が
ら
生
き
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
肉
体
的
と
言
う
よ

り
、
精
神
的
な
痛
み
だ
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
経
験
が
彼
を
動
か

し
た
の
で
す
。
彼
は
道
で
倒
れ
て

い
る
人
の
痛
み
苦
し
み
が
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、
神
様
の
力
が
働

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
十
二

章
で
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
で
、
そ
の
た
め
に
思
い
上

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
わ

た
し
の
身
に
一
つ
の
と
げ
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
思
い
上

が
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
を
痛

め
つ
け
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
使
い
で
す
。
こ
の
使
い

に
つ
い
て
、
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
三
度
主

に
願
い
ま
し
た
。
す
る
と
主
は
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十

分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
の
力
が
わ
た
し
の
内
に
宿
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
弱
さ
、
侮

辱
、
窮
乏
、
迫
害
、
そ
し
て
行
き

詰
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
キ

リ
ス
ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
弱
い

と
き
に
こ
そ
強
い
か
ら
で
す
。
』

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二 

十
二
章
七
節
〜
十
節
）

　

こ
こ
で
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
強
い
人
は
弱
い
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弱
い

人
こ
そ
弱
い
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
弱
い
私
た

ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
神
様

の
力
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
経
済
的

に
貧
困
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
重
荷
を
担
え
る
教
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
主
を
誇
り

と
し
、
人
々
の
良
き
友
と
な
れ
る

教
会
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
に
も
ま
し
て
来

年
度
も
神
戸
教
区
に
対
し
て
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
演

説
と
い
た
し
ま
す
。

松
山
↓
神
戸
↓
ブ
ラ
ジ
ル

　

ア
ン
デ
レ
松
尾
常
雄
先
生
は
愛

媛
県
の
ご
出
身
。
松
山
の
教
会
で

加
藤
九
十
九
牧
師
に
洗
礼
を
受
け

後
任
の
八
代
欽
一
牧
師
の
勧
め
で

松
蔭
短
大
へ
。
八
代
斌
助
主
教
の

薫
陶
を
う
け
一
九
六
〇
年
一
一
月

執
事
に
按
手
さ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
を
背
に
一
九
六
一

年
六
月
二
日
、
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
旅
立
つ
。
八
代
斌
助
師
の

日
記（
聖
戦
の
旅
）に
は「
六
月
二

日
、
三
時
松
尾
を
送
り
に
第
四
突

堤
に
行
く
。
大
変
な
人
出
だ
。
み

ん
な
が
よ
く
来
て
く
れ
た
。
欽
は

教
え
子
だ
け
に
よ
く
世
話
を
し
て

い
た
。
涙
が
出
て
仕
方
な
い
。
出

帆
前
に
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
来
る
。

松
蔭
の
生
徒
な
ど
を
含
め
て
，

七
、
八
十
名
が
来
て
い
た
。
原
が

指
揮
す
る『
神
と
も
に
い
ま
し
て
』

も
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
壮
行
会

だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
で
司
祭
按
手

を
受
け
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
聖

パ
ウ
ロ
教
会
等
で
牧
師
を
つ
と
め

二
〇
〇
二
年
六
五
歳
の
定
年
ま
で

四
十
年
に
わ
た
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

宣
教
に
励
ま
れ
た
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に

　

一
九
九
一
年
七
月
、
松
尾
先
生

は
、
北
関
東
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に
奉
仕

す
べ
く
昔
の
ロ
ダ
館
に
居
住
、
松

山
工
高
出
の
技
術
を
生
か
し
、
週

日
は
東
大
阪
の
工
場
で
働
い
て
生

活
を
支
え
、
休
日
は
長
距
離
バ
ス

で
北
関
東
に
出
か
け
、
各
地
に
散

在
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
訪

問
、
激
励
さ
れ
た
。
こ
の
奉
仕
は

翌
年
六
月
の
帰
国
ま
で
続
い
た
。

支
援
体
制
の
整
わ
な
い
活
動
で
終

わ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

神
戸
で
の
奉
仕

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
定
年
退
職

後
、
単
身
来
日
さ
れ
た
松
尾
先
生

は
、
神
戸
教
区
で
の
働
き
を
希
望

さ
れ
古
本
主
教
の
配
慮
で
徳
島
聖

テ
モ
テ
教
会
に
定
住
し
て
五
年
間

嘱
託
牧
師
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
呉
信
愛
教
会
に
転

任
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
は
先

生
の
体
調
に
か
げ
り
が
見
え
，
本

人
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
が
最
後

は
帰
国
を
決
意
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
夫
人
や
娘
さ
ん
達
の
待

た
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
十
年
、
徳
島
出
身
の
奥

様
や
現
地
育
ち
の
お
嬢
さ
ん
に
囲

ま
れ
良
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
し
て

暮
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
際
的
な
伝
道
者

　

八
代
斌
助
主
教
の
大
き
な
期
待

を
背
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
松
尾

先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と

推
察
す
る
。
在
留
邦
人
社
会
で
も

日
本
語
の
話
せ
る
人
口
は
減
る
一

方
。
待
遇
も
良
い
と
は
思
え
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
聖
職
と
し
て

黙
々
と
、
そ
し
て
四
十
年
余
の
ご

奉
仕
は
ご
苦
労
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
定
年
後
の
来
日
で
は

大
き
な
お
働
き
を
期
し
て
帰
国
さ

れ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
違

い
に
戸
惑
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

或
人
が「
松
尾
先
生
、
頭
の
中

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
近
い
の
で
は
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

然
し
、
松
尾
常
雄
先
生
は
文
化

の
異
な
る
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

二
つ
の
国
を
ま
た
に
か
け
、
神
様

の
ご
用
を
見
事
に
な
し
と
げ
ら
れ

た
国
際
的
な
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

松
尾
先
生
の
御
国
に
お
け
る
御
霊

の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。

◆
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
◆

　

九
月
二
十
日
の
朝
、
私
た
ち
の

敬
愛
す
る
前
田
司
祭
が
天
に
召
さ

れ
ま
し
た
。
奥
様
の
千
代
子
様
が

十
一
日
に
逝
去
さ
れ
垂
水
の
チ
ャ

ペ
ル
で
お
見
送
り
し
た
直
後
で
し

た
の
で
、
ご
家
族
の
皆
様
も
本
当

に
お
辛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
二
人
と
も
小
林
主
教
の
篤
い

祈
り
の
内
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

ま
る
で
千
代
子
様
の
後
を
慌
て
て

追
っ
た
よ
う
に
天
に
召
さ
れ
た
前

田
司
祭
で
す
が
、
お
嬢
様
の
圭
子

さ
ん
は「
違
う
の
、
お
母
さ
ん
が
早

く
来
て
っ
て
呼
ん
だ
の
よ
」と
心
身

共
に
お
疲
れ
で
あ
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
お
父
様
譲
り
の
サ
ー
ビ

ス
精
神
で
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
、
誰
と
で
も

笑
顔
で
接
し
て
お
ら
れ
た
前
田
司

祭
。
と
く
に
ミ
カ
エ
ル
で
は
松
陰

の
卒
業
生
で
先
生
の
大
フ
ァ
ン
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
い
つ
も
楽
し

そ
う
に
歓
談
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

◆
モ
ー
レ
ツ
牧
師
◆

　

前
田
司
祭
が
現
在
私
の
勤
務
す

る
学
院
に
着
任
さ
れ
る
ま
で
は
、

二
〇
年
以
上
に
渡
り
姫
路
顕
栄
教

会
で
司
牧
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
の
若
手
教
役
者
に
は
想
像
も

つ
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

小
林
主
教
を
は
じ
め
私
ら
の
世
代

が
神
学
生
に
な
っ
た
頃
の
先
輩
聖

職
は
、
そ
れ
は
も
う
現
役
バ
リ
バ

リ
の
時
で
モ
ー
レ
ツ
に
牧
会
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら

に
そ
の
上
の
世
代
は
私
の
親
父
を

含
め
て
軍
隊
帰
り
の
聖
職
が
多

く
、
も
っ
と
強
烈
な
イ
メ
ー
ジ
が

子
供
心
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
た
こ
焼
き
◆

　

前
田
司
祭
も
例
に
も
れ
ず
、
確

か
私
が
大
学
生
の
頃
、
姫
路
の
教

会
バ
ザ
ー
を
手
伝
い
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
た

こ
焼
コ
ー
ナ
ー
を
頼
ま
れ
て
見
て

ビ
ッ
ク
リ
‼　

　

何
と
水
で
溶
か
し
た
メ
リ
ケ
ン

粉
が
、
青
く
て
丸
い
お
馴
染
み
の

ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
、
し
か
も
一
番
大
き

な
サ
イ
ズ
に
満
タ
ン
に
入
っ
て
い

た
の
で
す
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は

焼
い
て
も
、
焼
い
て
も
ど
ん
ど
ん

お
客
さ
ん
が
絶
え
ず
、
バ
ザ
ー
終

了
の
二
時
間
ほ
ど
前
に
見
事
完
売

し
ま
し
た
。
我
が
人
生
で
後
に
も

先
に
も
あ
れ
程
た
こ
焼
を
焼
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
教
会
だ
け
で
な
く
、

付
属
幼
稚
園
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

の
人
た
ち
も
わ
ん
さ
と
押
し
か

け
、
日
頃
の
前
田
司
祭
の
伝
道
牧

会
の
凄
さ
を
垣
間
見
た
思
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
教
会
に
も
姫
路
顕
栄

教
会
百
年
誌
が
送
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
前
田
司
祭
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
ら
、
モ
ー

レ
ツ
に
牧
会
を
さ
れ
て
い
た
当
時

の
逞
し
い
お
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
理
事
長
に
な
っ
て
◆

　

前
田
司
祭
は
学
院
に
着
任
し
て

十
五
年
ほ
ど
経
っ
て
理
事
長
に
就

任
し
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺

盛
の
司
祭
で
し
た
。
世
の
中
に
は

肩
書
が
変
わ
れ
ば
人
格
ま
で
変
わ

る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

前
田
司
祭
は
最
後
ま
で
ニ
コ
ニ
コ

司
祭
と
し
て
周
囲
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
理
事
長
で
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る「
戦
中
派
」と
呼
ば
れ

る
先
輩
聖
職
の
ほ
と
ん
ど
も
、
厳

し
さ
の
中
に
も
本
当
の
優
し
さ
が

あ
る
方
ば
か
り
で
し
た
。

　

戦
中
戦
後
の
壮
絶
な
苦
し
み
を

体
験
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
周
り
に

対
し
て
常
に
優
し
い
笑
顔
で
接
し

て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
の

親
父
も
生
前
よ
く「
自
分
に
一
番
厳

し
く
、
信
徒
に
優
し
い
牧
師
に
な

れ
」と
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

更
な
が
ら
そ
の
言
葉
を
噛
み
し
め

つ
つ
反
省
す
る
次
第
で
す
。

　

そ
ん
な
前
田
司
祭
が
、
殊
の
外

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
の
が
学
校

の
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。
終
始
笑

顔
で
ま
る
で
サ
ン
タ
さ
ん
が
そ
こ

に
い
る
よ
う
で
し
た
。
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
最
高

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ま
た
、
彼
の
笑
顔

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

主
イ
エ
ス
も
人
々
に「
柔
和
な

人
々
は
幸
い
で
あ
る
。
そ
の
人
た

ち
は
地
を
受
け
継
ぐ
」（
マ
タ
イ
五

章
五
節
）と
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

前
田
司
祭
の
笑
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の

教
会
で
主
の
福
音
を
満
面
の
笑
顔

で
宣
べ
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

十
一
月
二
十
三
日（
火
・
祝
）、

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
、
他
十

六
カ
所
を
会
場
に
、
日
本
聖
公
会

神
戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
等
か
ら
、
リ
モ
ー
ト

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト

開
催
に
当
た
り
、
リ
モ
ー
ト
教
区

会
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
五

月
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
教
役
者
議
員
二
十
二

名
、
信
徒
代
議
員
三
十
三
名
が
出

席
し
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
常
置
委
員
選
挙
と

日
本
聖
公
会
総
会
代
議
員
選
挙
が

行
な
わ
れ
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
当
選
し
ま
し
た
。

第
九
十
一（
定
期
）

教
区
会
報
告

前
田
司
祭
と

前
田
理
事
長

（
司
祭 

八
代
　
智
）

（
六
頁
へ
）



神 戸 教 区 報 ・ 神 の お と ず れ 2022年１月１日 発行（６）第73巻第１号（通算678号）神 戸 教 区 報 ・ 神 の お と ず れ 　2022年１月１日 発行（１）第73巻第１号（通算678号）

発 行 所
神戸教区事務所

発行責任者
司祭　瀬山　会治

印　刷　所
文明堂印刷所

ＴＥＬ 078（351）5469
ＦＡＸ 078（382）1095
https://www.nskk-kobe.org/

2022年
１月 号

　

本
日
、
こ
こ
に
日
本
聖
公
会
神

戸
教
区
第
九
十
一（
定
期
）教
区
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
教
区
事

務
所
二
会
場
、
各
教
会
十
五
会
場

に
ご
参
集
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
教
区
会
を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
行

う
た
め
に
、
ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た

「
リ
モ
ー
ト
教
区
会
準
備
委
員
会
」

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

回
も
リ
モ
ー
ト
で
す
の
で
、
教
区

会
の
常
任
委
員
、
特
に
議
員
資
格

調
査
委
員
の
指
名
に
つ
い
て
、
若

干
の
人
数
の
変
更
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
準
備
委
員
の

皆
様
に
は
十
分
な
備
え
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
機
械
の

こ
と
で
す
の
で
、
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
際
は
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
教
区

会
に
聖
霊
な
る
神
様
の
お
導
き
を

祈
り
な
が
ら
、
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
　
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で
す

が
、
八
月
一
日（
日
）ブ
ラ
ジ
ル
在

住
の
松
尾
常
雄
司
祭
が
八
十
四
歳

で
逝
去
さ
れ
、
三
日（
火
）サ
ン
パ

ウ
ロ
の
教
会
で
葬
送
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
九
月
二
十
日（
月
）ヨ
シ

ュ
ア
前
田
次
郎
司
祭
が
八
十
九
歳

で
逝
去
さ
れ
、
ご
遺
族
の
希
望
に

よ
り
、
家
族
葬
と
し
て
通
夜
の
祈

り
を
二
十
一
日（
火
）、
葬
送
式
を

二
十
二
日（
水
）大
聖
堂
で
行
い
ま

し
た
。

　

二
月
十
一
日（
木
・
日
本
聖
公

会
組
織
成
立
記
念
日
）コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
出
席
者
を
限
定
し
た
形

で
テ
モ
テ
遠
藤
洋
介
執
事
の
司
祭

按
手
式
を
大
聖
堂
で
行
い
ま
し

た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
司

祭
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
、
神
戸
教

区
に
は
聖
職
候
補
生
が
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
的
に
神

戸
教
区
も
深
刻
な
聖
職
不
足
に
陥

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

聖
職
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。
四
月
に
中
規
模

の
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

教
役
者
不
足
が
深
刻
な
東
北
教
区

の
吉
田
雅
人
主
教
か
ら
の
強
い
要

請
と
遠
藤
洋
介
司
祭
の
将
来
を
考

え
て
、
同
司
祭
の
三
年
間
の
東
北

教
区
出
向
を
決
断
し
ま
し
た
。
東

北
教
区
で
の
遠
藤
司
祭
の
働
き
と

経
験
の
た
め
に
お
祈
り
下
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

　

今
年
一
月
に
兵
庫
県
に
第
二
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
四
月
、
八
月
と

延
べ
三
度
の
緊
急
事
態
宣
言
と
そ

の
間
に
三
度
の
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
県
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
単

位
で
、
感
染
防
止
の
指
導
が
行
わ

れ
、
各
教
会
は
そ
れ
ら
の
指
示
に

よ
っ
て
、
教
会
委
員
会
の
協
議
と

主
教
と
の
相
談
に
よ
り
公
開
の
礼

拝
の
自
粛
、
陪
餐
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
室
」の
働
き
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
報
告
は
報
告

書
に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
が
変
わ

る
た
び
に
対
策
室
で
協
議
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
主
教
に
方
針

を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
対
策
室
が

示
し
た「
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
お
け
る
教
会
活
動
の
自
粛
基

準
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に

よ
り
、
各
教
会
か
ら
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
の
最
低
限
の
責
任

は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

主
教　

オ
ー
ガ
ス
チ
ン　

小
　
林
　
尚
　
明

神
戸
教
区
第
九
十
一

（
定
期
）教
区
会 

開
会
演
説

神
戸
教
区
第
九
十
一

（
定
期
）教
区
会 

開
会
演
説

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

ご　
　

逝　
　

去

（                                

）

第
九
十
一
定
期
教
区
会
書
記

司
祭
　
浪
花
朋
久

二
○
二
二
年 

常
置
委
員

【
聖
職
】　

司
祭　

瀬
山　

会
治

　
　
　
　
　

司
祭　

上
原　

信
幸

　
　
　
　
　

司
祭　

林　
　

和
広

【
信
徒
】　
　
　
　

覚
前　

康
子

　
　
　
　
　
　
　
　

大
東　

正
人

　
　
　
　
　
　
　
　

弘
井　

宗
子

二
○
二
二
年 

総
会
代
議
員

【
聖
職
】　

司
祭　

瀬
山　

会
治

　
　
　
　
　

司
祭　

林　
　

和
広

【
信
徒
】　
　
　
　

大
東　

正
人

　
　
　
　
　
　
　
　

覚
前　

康
子

　　

今
年
、
左
記
の
方
々
が
堅
信
五

十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
】

　

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

祐　

子

　

ヨ　

ハ　

ネ　

北　

中　

淳　

夫

　

ア
ン
デ
レ　

マ
イ
ケ
ル
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

　

リ　

ベ　

カ　

二　

見　

洋　

子

　

キ
ャ
ロ
ル　

キ
ャ
ロ
ル
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

　

マ　

リ　

ア　

宮　

川　

祥　

子

　

ダ　

ビ　

デ　

大　

内　

達　

也

　

ル　
　
　

カ　

鹿　

野　

義　

郎

　

ス
ザ
ン
ナ　

鹿　

野　

伸　

子

　

マ
ー
ガ
レッ
ト　

戸　

田　

和　

子

　

エ
リ
ザ
ベ
ツ　

横　

山　

幸　

子

　

ラ
フ
ァ
エ
ル　

杉　

野　
　
　

球

　

ヤ　

コ　

ブ　

戸　

田　

武　

志

　

ガ
ブ
リ
エ
ル　

杉　

野　

献　

一

　
　
　
　
　
　
　

浜　

田　

玲　

子

【
神
戸
昇
天
教
会
】

　

モ　

ニ　

カ　

岩　

木　

和　

子

　

パ　

ウ　

ロ　

岩　

木　

仁　

平

【
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
】

　

マ　

リ　

ア　

平　

山　

燿　

子

　

ユ　

ニ　

ケ　

東　
　
　

よ
し
の

【
姫
路
顕
栄
教
会
】

　

バ
ル
ナ
バ　

森　

山　

彰　

久

　

マ　

リ　

ア　

森　

山　

た
か
代

　

セ
シ
リ
ア　

澁　

谷　

久　

代

　

グ
レ
ー
ス　

吉　

田　
　
　

満

【
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
】

　

ク　

ラ　

ラ　

秋　

吉　

光　

恵

　

セ
バ
ス
チ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　

秋　

吉　

俊　

邦

　

バ
ー
バ
ラ　

島　

田　

順　

子

【
広
島
復
活
教
会
】

　

ペ　

テ　

ロ　

西　

本　

興
太
郎

【
大
洲
聖
公
会
】

　

マ　

ル　

コ　

村　

上　

秀　

満

【
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
】

　

ル　
　
　

ツ　

松　

村　

悦　

子

【
徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
】

　

ギ
デ
オ
ン　

播　

磨　

義　

博

　

フ　

ィ　

ベ　

播　

磨　

純　

代

【
徳
島
聖
テ
モ
テ
教
会
】

　

ハ　

ン　

ナ　

茶　

谷　

カ
ヂ
子

十
一
月
十
四
日
（
日
）

　

ル　
　
　

カ　

吉　

村　
　
　

勝

　

ド
ミ
ニ
コ　

吉　

村　
　
　

遼

広
瀬
キ
リ
ス
ト
教
会

十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

　

マ
ッ
テ
ヤ　

谷　
　
　

良　

孝

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

十
一
月
二
十
四
日
（
水
）

　

ア　

ン　

ナ　

田　

中　

千
恵
子

浜
田
基
督
教
会

十
一
月
二
十
九
日
（
月
）

　

ヨ　

ハ　

ネ　

宮　

城　

正
太
朗

　

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
か
ら

沖
縄
教
区
屋
我
地
聖
ル
カ
教
会
へ

堅
信
五
十
年
顕
彰
者
　

３日
５日
５日
５日
６日
７日
11日
12日
12日
13日
16日
17日
20日
23日
不明

司 祭
司 祭
司 祭
主 教
司 祭
宣教師
司 祭
伝道師
伝道師
宣教師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師
宣教師

ウッドワード
バックストン
牧 野 輿 三 郎
村 尾　昇 一
竹 内　宗 六
ウォージントン
中 道　政 市
小 南　ア サ
高 木　ぬ ひ
フ ァ ギ ル
ブ ラ イド ル
ポ ー ル
田 中　愛 次
西 村　ひ ろ
パ ー カ ー

ハリー
バークレイ
ヤコブ
モーセ

ホノリア
ヨハネ
ルツ

フローレンス
ジョージ
ジョージ
ヨセフ

アリス

日時　2022年２月３日（木） 午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　小林　尚明
説教　司祭　永野　拓也

＊２月の記念逝去教役者

２月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

祝　
　

堅　
　

信

考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
リ
ス
ク

を
冒
し
て
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
っ

て
く
だ
さ
っ
た
医
療
関
係
者
の

方
々
、
結
果
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
病
院
や
老

人
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
方
々

の
ご
奉
仕
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

神
様
か
ら
の
励
ま
し
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
こ
の
感
染
症
に
よ
っ
て

今
も
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

癒
し
と
慰
め
を
祈
り
ま
す
。
そ
し

て
、
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
上
に
神

様
か
ら
の
魂
の
平
安
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

神
戸
教
区
と
し
て
の
働
き
は
、

主
日
の
特
祷
、
聖
書
日
課
や「
自

宅
で
の
祈
り
」の
式
文
、
主
日
の

説
教
動
画
を
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。「
知
ら
な
い

牧
師
さ
ん
た
ち
の
説
教
が
聞
け
て

良
か
っ
た
」と
の
評
価
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
録
画
、
編
集
の
ご
奉

仕
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
各
教
会
に
お
い
て
も
、YouTube

、

ZO
O
M

、LIN
E

な
ど
を
使
っ
て
、

対
面
で
の
礼
拝
が
公
開
で
き
な
い

中
、
リ
モ
ー
ト
で
礼
拝
を
守
っ
て

い
る
教
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
教
区
会
を
は
じ
め
、
会

議
の
多
く
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ

る
こ
と
も
定
着
し
て
い
ま
す
。
十

県
に
ま
た
が
る
神
戸
教
区
に
と
っ

て
、
リ
モ
ー
ト
が
非
常
に
有
効
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
対
面
の
良
さ
を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し

つ
つ
、
こ
の
広
い
神
戸
教
区
を
豊

か
な
一
つ
の
教
区
と
す
る
工
夫
を

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

西
日
本
宣
教
協
働
区

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
日
本
聖

公
会
第
六
十
五
定
期
総
会
に
お
い

て「
日
本
聖
公
会
法
規
の
一
部
を

改
訂
す
る
件（
宣
教
協
働
区
・
伝

道
教
区
制
の
設
置
）」が
提
案
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
日
本
聖
公
会
を
三
つ

の
宣
教
協
働
区
に
分
け
、
各
々
の

宣
教
協
働
区
に
お
い
て
、
区
内
の

運
営
、
宣
教
・
牧
会
な
ど
に
つ
い

て
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た

教
区
は
教
区
会
の
決
議
と
総
会
の

承
認
に
よ
っ
て
教
区
主
教
を
置
か

な
い
伝
道
教
区
に
移
行
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
西
日
本
宣
教
協
働
区
と
し

て
、
九
州
教
区
、
沖
縄
教
区
と
共

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い

報
告
は
、
報
告
書
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
活
動
の
中
で
一
番
学
ん

だ
こ
と
は
、
各
教
会
が
宣
教
を
進

め
て
い
く
時
、
す
ぐ
に
効
果
の
あ

る
解
決
策
は
な
く
て
も
、
て
い
ね

い
な
牧
会（
そ
れ
は
教
役
者
が
一

人
一
人
の
信
徒
に
向
き
合
っ
て
、

そ
の
必
要
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
す
）と
、
地
域
の
問
題（
こ
ど

も
食
堂
な
ど
）に
牧
師
だ
け
で
な

く
教
会
と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
教
会
が
活
性
化
し

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
二
点
、
私
た
ち
神
戸
教
区
も
宣

教
を
進
め
て
い
く
時
に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

神
戸
教
区
マ
イ
ラ
姉
支
援
室

　

二
〇
二
〇
年
十
月
フ
ィ
リ
ピ
ン

聖
公
会
北
ル
ソ
ン
教
区
信
徒
マ
イ

ラ
・
エ
ス
テ
バ
ン
・
ド
ッ
キ
ョ
ゲ

ン
さ
ん
が
、
香
川
県
内
で
お
仕
事

か
ら
の
帰
宅
途
上
、
交
通
事
故
に

遭
い
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
神
戸
教
区
は
、
支
援
室
を
立

ち
上
げ
、
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
来
日
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
支

援
も
含
め
て『
良
き
サ
マ
リ
ア
人

募
金
』を
行
い
、
ご
家
族
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
募
金
を
頂
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
十
月
十
七
日（
日
）高
松

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
の
巡
回
日
礼
拝
に

お
母
様
の
メ
ロ
デ
ィ
さ
ん
が
出
席

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
区
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
先
の
見
通
し
は
ま
だ
ま

だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
マ
イ

ラ
さ
ん
、
ご
家
族
の
支
援
に
心
を

寄
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神
戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定

　

昨
年
の
教
区
会
で
お
話
し
た
神

戸
教
区
宣
教
方
針
の
策
定
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
教
区
宣
教
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
改
選
さ
れ
、
新

し
い
委
員
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
問
題
点
を
て
い
ね
い

に
押
さ
え
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
課
題
が

大
切
で
、
優
劣
は
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
ど

う
対
処
し
て
い
く
か
、
教
役
者
、

信
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

宣
教
方
針
を
策
定
し
て
い
く
こ
と

が
二
年
目
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

特
任
聖
職
志
願
者
の
発
掘
、

養
成
、 

教
区
民
へ
の
啓
発

　

特
任
聖
職
に
つ
い
て
、
神
の
お

と
ず
れ
で
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
神
学
塾
運
営
委
員
会
委
員
長

の
中
原
康
貴
司
祭
と
特
任
聖
職
の

教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
大
ま
か
な
枠
組
み
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
特
任
聖
職
を
目
指
す

と
言
い
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

志
願
者
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
神
学
の
学
び
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に

対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ
特
任

聖
職
の
志
願
者
は
現
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
志
願
者
が
現
れ
る
こ
と
を

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
に
特
任

聖
職
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
で

き
る
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
信
徒
奉

事
者
か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
神
学
塾
で「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
教
会
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
三
回
の
神
学

塾
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
一
度
参
加
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
新
し
い

可
能
性
を
秘
め
た
働
き
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
室
の
行
っ
た
主

日
説
教
の
動
画
の
掲
載
と
共
に
、

新
し
い
手
段
と
し
て
大
い
に
期
待

し
ま
す
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
リ

モ
ー
ト
に
不
慣
れ
な
方
々
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
で
す
。
例
え

ば
、
所
属
す
る
教
会
に
集
ま
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
に
何
人
か
で
参
加
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
出
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
る
教
会

　

昨
年
の
教
区
会
を
終
え
て
、
十

二
月
六
日
、
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教

会
で
二
名
。
二
十
日
、
下
関
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
一

名
の
堅
信
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
が

吹
き
荒
れ
ま
し
た
が
、
神
の
国
は

着
実
に
前
進
し
て
、
七
月
二
十
五

日
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
一

名
。
八
月
二
十
九
日
、
徳
島
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
。
十
月
十

日
、
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
一

名
。
二
十
四
日
、
富
岡
キ
リ
ス
ト

教
会
で
一
名
。
三
十
一
日
、
福
山

諸
聖
徒
教
会
で
一
名
。
十
一
月
十

四
日　

広
瀬
基
督
教
会
で
二
名
。

二
十
一
日
、
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ

ン
教
会
で
一
名
の
堅
信
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八
日
、

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
一
名
。

十
二
月
十
二
日
広
島
復
活
教
会
で

一
名
。
二
十
六
日
、
徳
島
イ
ン
マ

ヌ
エ
ル
教
会
で
一
名
の
方
の
堅
信

式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
堅
信
受
領
者
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
宣
教
と
牧
会
の
努
力
、
ま
た

祈
り
の
賜
物
と
感
謝
し
、
共
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
堅
信
受
領
者
の
数
は
、
今

年
の
各
教
会
の
逝
去
者
の
数
に
比

べ
た
ら
、
大
変
少
な
い
数
字
だ
と

い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
。
教
会
は

日
本
の
人
口
同
様
縮
小
の
傾
向
に

あ
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
様
は
私
た
ち
が
活

動
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
数
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
神
様
の
力
に
頼

っ
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
教
え
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ま
だ
王
国
に
な

る
前
、
士
師
と
呼
ば
れ
る
指
導
者

た
ち
が
周
り
の
部
族
か
ら
自
分
た

ち
を
守
っ
た
話
を
覚
え
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
士
師
ギ
デ
オ
ン

は
、
三
万
二
千
人
の
人
々
を
集
め

て
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
軍
隊
と
対
決
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

神
様
は
、
そ
れ
を
多
す
ぎ
る
と
言

っ
て
、
最
後
は
三
〇
〇
人
に
ま
で

減
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
神
様
の

言
葉
は
、

『
主
は
ギ
デ
オ
ン
に
言
わ
れ
た
。

「
あ
な
た
の
率
い
る
民
は
多
す
ぎ

る
の
で
、
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
を
そ
の

手
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

渡
せ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
わ
た
し

に
向
か
っ
て
心
が
お
ご
り
、
自
分

の
手
で
救
い
を
勝
ち
取
っ
た
と
言

う
で
あ
ろ
う
。」』（
士
師
記
七
章
二

節
）

　

神
様
に
用
い
ら
れ
る
私
た
ち

は
、
自
ら
を
誇
る
の
で
は
な
く
、

弱
い
私
た
ち
に
働
く
神
様
の
力
を

誇
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
皆

さ
ん
の
よ
く
ご
存
じ
の
善
い
サ
マ

リ
ア
人
の
こ
と
も
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
社
会
の
中

で
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
祭
司
や

レ
ビ
人
は
、
傷
つ
い
た
旅
人
を
助

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

外
国
人
で
あ
る
サ
マ
リ
ア
人
は
、

『
そ
の
人
を
見
て
憐
れ
に
思
い
』

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章
三
十

三
節
）、
自
分
の
予
定
を
変
更
し

て
ま
で
、
そ
の
人
を
助
け
る
た
め

に
力
を
出
せ
た
の
で
す
。
ど
う
し

て
そ
ん
な
こ
と
が
こ
の
人
に
は
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
社
会

の
中
に
あ
っ
て
、
よ
そ
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
い
つ
も
つ
ら
い
思
い
を

し
な
が
ら
生
き
て
い
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
肉
体
的
と
言
う
よ

り
、
精
神
的
な
痛
み
だ
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
経
験
が
彼
を
動
か

し
た
の
で
す
。
彼
は
道
で
倒
れ
て

い
る
人
の
痛
み
苦
し
み
が
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
取
れ
た
の

で
す
。
そ
れ
が
、
神
様
の
力
が
働

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

パ
ウ
ロ
は
そ
の
こ
と
を
、
コ
リ

ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
十
二

章
で
は
っ
き
り
語
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
れ
で
、
そ
の
た
め
に
思
い
上

が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
わ

た
し
の
身
に
一
つ
の
と
げ
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
思
い
上

が
ら
な
い
よ
う
に
、
わ
た
し
を
痛

め
つ
け
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
か
ら

送
ら
れ
た
使
い
で
す
。
こ
の
使
い

に
つ
い
て
、
離
れ
去
ら
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
は
三
度
主

に
願
い
ま
し
た
。
す
る
と
主
は
、

「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に
十

分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
だ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
キ
リ

ス
ト
の
力
が
わ
た
し
の
内
に
宿
る

よ
う
に
、
む
し
ろ
大
い
に
喜
ん
で

自
分
の
弱
さ
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
わ
た
し
は
弱
さ
、
侮

辱
、
窮
乏
、
迫
害
、
そ
し
て
行
き

詰
ま
り
の
状
態
に
あ
っ
て
も
、
キ

リ
ス
ト
の
た
め
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
た
し
は
弱
い

と
き
に
こ
そ
強
い
か
ら
で
す
。
』

（
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二 

十
二
章
七
節
〜
十
節
）

　

こ
こ
で
私
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
た
い
。
強
い
人
は
弱
い
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
弱
い

人
こ
そ
弱
い
人
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
弱
い
私
た

ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
に
神
様

の
力
が
働
く
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
経
済
的

に
貧
困
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
重
荷
を
担
え
る
教
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
主
を
誇
り

と
し
、
人
々
の
良
き
友
と
な
れ
る

教
会
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
お
話
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
年
に
も
ま
し
て
来

年
度
も
神
戸
教
区
に
対
し
て
ご
支

援
を
お
願
い
し
て
、
私
の
開
会
演

説
と
い
た
し
ま
す
。

松
山
↓
神
戸
↓
ブ
ラ
ジ
ル

　

ア
ン
デ
レ
松
尾
常
雄
先
生
は
愛

媛
県
の
ご
出
身
。
松
山
の
教
会
で

加
藤
九
十
九
牧
師
に
洗
礼
を
受
け

後
任
の
八
代
欽
一
牧
師
の
勧
め
で

松
蔭
短
大
へ
。
八
代
斌
助
主
教
の

薫
陶
を
う
け
一
九
六
〇
年
一
一
月

執
事
に
按
手
さ
れ
た
。

　

大
き
な
期
待
を
背
に
一
九
六
一

年
六
月
二
日
、
神
戸
港
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
旅
立
つ
。
八
代
斌
助
師
の

日
記（
聖
戦
の
旅
）に
は「
六
月
二

日
、
三
時
松
尾
を
送
り
に
第
四
突

堤
に
行
く
。
大
変
な
人
出
だ
。
み

ん
な
が
よ
く
来
て
く
れ
た
。
欽
は

教
え
子
だ
け
に
よ
く
世
話
を
し
て

い
た
。
涙
が
出
て
仕
方
な
い
。
出

帆
前
に
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
来
る
。

松
蔭
の
生
徒
な
ど
を
含
め
て
，

七
、
八
十
名
が
来
て
い
た
。
原
が

指
揮
す
る『
神
と
も
に
い
ま
し
て
』

も
よ
く
、
素
晴
ら
し
い
壮
行
会

だ
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
で
司
祭
按
手

を
受
け
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
聖

パ
ウ
ロ
教
会
等
で
牧
師
を
つ
と
め

二
〇
〇
二
年
六
五
歳
の
定
年
ま
で

四
十
年
に
わ
た
り
ブ
ラ
ジ
ル
で
の

宣
教
に
励
ま
れ
た
。

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に

　

一
九
九
一
年
七
月
、
松
尾
先
生

は
、
北
関
東
に
出
稼
ぎ
に
き
て
い

る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
為
に
奉
仕

す
べ
く
昔
の
ロ
ダ
館
に
居
住
、
松

山
工
高
出
の
技
術
を
生
か
し
、
週

日
は
東
大
阪
の
工
場
で
働
い
て
生

活
を
支
え
、
休
日
は
長
距
離
バ
ス

で
北
関
東
に
出
か
け
、
各
地
に
散

在
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
訪

問
、
激
励
さ
れ
た
。
こ
の
奉
仕
は

翌
年
六
月
の
帰
国
ま
で
続
い
た
。

支
援
体
制
の
整
わ
な
い
活
動
で
終

わ
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

神
戸
で
の
奉
仕

　

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
定
年
退
職

後
、
単
身
来
日
さ
れ
た
松
尾
先
生

は
、
神
戸
教
区
で
の
働
き
を
希
望

さ
れ
古
本
主
教
の
配
慮
で
徳
島
聖

テ
モ
テ
教
会
に
定
住
し
て
五
年
間

嘱
託
牧
師
と
し
て
奉
仕
さ
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
、
呉
信
愛
教
会
に
転

任
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
は
先

生
の
体
調
に
か
げ
り
が
見
え
，
本

人
は
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
が
最
後

は
帰
国
を
決
意
さ
れ
、
二
〇
一
一

年
三
月
、
夫
人
や
娘
さ
ん
達
の
待

た
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
ら
れ
た
。

帰
国
後
の
十
年
、
徳
島
出
身
の
奥

様
や
現
地
育
ち
の
お
嬢
さ
ん
に
囲

ま
れ
良
き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
し
て

暮
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
際
的
な
伝
道
者

　

八
代
斌
助
主
教
の
大
き
な
期
待

を
背
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
松
尾

先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
だ
っ
た
と

推
察
す
る
。
在
留
邦
人
社
会
で
も

日
本
語
の
話
せ
る
人
口
は
減
る
一

方
。
待
遇
も
良
い
と
は
思
え
な
い

ブ
ラ
ジ
ル
聖
公
会
聖
職
と
し
て

黙
々
と
、
そ
し
て
四
十
年
余
の
ご

奉
仕
は
ご
苦
労
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
と
思
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
定
年
後
の
来
日
で
は

大
き
な
お
働
き
を
期
し
て
帰
国
さ

れ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
の
違

い
に
戸
惑
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

或
人
が「
松
尾
先
生
、
頭
の
中

は
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
近
い
の
で
は
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

然
し
、
松
尾
常
雄
先
生
は
文
化

の
異
な
る
、
そ
し
て
遠
く
離
れ
た

二
つ
の
国
を
ま
た
に
か
け
、
神
様

の
ご
用
を
見
事
に
な
し
と
げ
ら
れ

た
国
際
的
な
伝
道
者
で
あ
っ
た
。

松
尾
先
生
の
御
国
に
お
け
る
御
霊

の
平
安
を
お
祈
り
す
る
。

※中止の場合がございます。恐れ入りますが、
ご出席される方は、事前に教区事務所まで
お問合せ下さい。よろしくお願い致します。
教区事務所　TEL.078－351－5469

教　

籍　

異　

動
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